
饗応で創出、共有されてきた「古」と「当世」

－江戸遺跡出土陶磁器の意匠の隆盛、材料・技術を拓いた消費－

水本　和美

は͡めに

චऀは、ฏ成 25 年ʙ 27 年度の 3 か年、「江戸遺跡と

༼資料によるං前色絵磁器の༂ਐ事৘の意匠・技術的

ղ໌とጶࡂ文化財の෮ݩ」（基൫研究 C、+4P4 科研費

15,02973）（1）にऔり組Έ、その後も調査をଓ͚ている。

͜の研究を୺ॹに、二宮修治ࢯ・৽໔ࡀ༃ࢯらと、東京

大学埋蔵文化財調査室によって発掘された東京大学本郷

構内の遺跡の出土陶ยに関するࣗવ科学分析をਐめる͜

ととなった。陶ย資料の分析は、同調査室の堀内秀樹・

成੉ࢯ࢘ߊらのごް意をಘて、さらに発ల的な形となり、

本プロジェクト 5 ΁の参加にいたった。

͜れまでに、චऀは、ۙ世都市江戸の中心の発掘例で

ある、江戸城跡（ࣚݟଟฉ࿌୆石֞地点）、有ָொ一ஸ

目遺跡、ਆ田୶路ொ二ஸ目遺跡において、໌ ྐྵの大Ր（໌

ྐྵ 3<1657> 年）でጶࡂした一ׅ性のߴい陶磁器のηット

に関する調査研究をਐめてきた。͜れらは、17 世紀中

༿の大໊Ոで保有された饗応のための器である。͜れら

のηット関܎をݟると、ઓ国期Ҏདྷଓ͘఻౷的な౜物΍

中国陶磁にରするՁ஋意ࣝによって構成されるηットの

うちに、江戸期にຄڵして隆盛するං前磁器がٸ଎にध

要されるա౉期がөし出されていた。その͜とは、ઓ国

期から江戸࣌୅൒͹の上Ґの֊૚において、چདྷのՁ஋

意ࣝが保たれつつも、৽たなՁ஋意ࣝがժ生͑る༷をࣸ

すものであった。

͜の৽たなՁ஋意ࣝを౤Өし、۩ݱ化したものの一つ

に国࢈化された色絵磁器がある。その੡作にあっては、

੍作ऀの材料・技術΁の௅ઓがあった。たͩし、その௅

ઓをध要૚のٻめる方޲と一கさͤるには、਎分੍ࣾ会

のԼでは職人の技ྔのΈではୡし͑なかった、意匠デβ

Πン΍༼ごとの໾ׂといったάϥンυデβΠンもଘࡏし

たとࢥわれる。それがどのようなܦҢで実ݱされたか、

という点は一つのΧΪとになろう。

͜うしたܦҢをৄらかにするのは、චऀら考古学の立

場΍、ྺ࢙学、美術࢙など、ଟ͘は人文系諸科学の࢓事

になる。しかし、そのためにも、技術΍材料、技法を࢔

に論͡るための、さらなる৘報とखஈがཉしいと͜ろࡉ

である。͜れには、物理化学的ख法をඞ要とする。

東京大学本郷構内の遺跡では、すでに、1990 年୅か

ら、ࣗવ科学分析とのڠ業を通͡て、͜うしたऔり組Έ

を行っている。͜うした研究࢙も;ま͑つつ、本ߘの目

的は、考古学の立場から、17 世紀中༿の出土陶ยをྺ

ࣗ、的にҐஔ付͚た上、本プロジェクト研究において࢙

વ科学にԿを期଴するのか、をࣔす͜とにある。

そ͜で、本ߘでは、まͣ、中国磁器とං前のڃߴ磁器、

ಛに色絵磁器が、どのような意ࣝԼに生࢈・ड容されて

いたかをड़΂る͜ととした。͜れまで東京大学本郷構内

の遺跡のうち、ಛに、加賀藩邸において、ॳ期色絵の出

土がଞの江戸遺跡よりଟいと考͑られてきた。しかしۙ

年の調査事例の஝ੵにより、実のと͜ろ、ॳ期の色絵磁

器をؚΉ、17 世紀中༿のڃߴ৯器は、໌ྐྵの大Րによ

りࣦわれており、͜れがもともとภࡏしていたڃߴ陶磁

器のηットとその఻世品の࢒ଘに、ผのόΠΞスを与͑

てきた点を論͡る。本དྷ、໌ྐྵの大Րでࣦわれる͜とが

な͚れ͹、͜れらのॳ期色絵に関する͜れまでのݟղも

ҟなっていたかもしれない。

そ͜で、͜れらの作業で、資料のภࡏ性をいったΜਖ਼

ৗなόΠΞスに、つまり、ԟ࣌の޲܏を൓өした認ࣝに

໭した上で、さらに、͜れらがどのような意ࣝԼで生࢈

されたのかを、චऀのྗྔの及ͿൣғでࣔしてΈたい。

そして、当࣌の人びとがԿをཉし、そして、それをどう

実ݱしたのか、その͜とをࠓ後どのような形で立ূし͑

るのか、について考࡯してお͘͜ととする。͜れらは、

ڮ後のプロジェクト研究において、ࣗવ科学分析΁のࠓ

౉しのために行うものである。

なお、本ߘは、2019 年 12 月 21 日に、東京大学埋蔵

文化財調査室プロジェクト 5 で開࠵した「加賀藩邸出土

陶磁器と科学分析」において、「饗応で創出、共有され

てきた「古」と「当世」」－江戸遺跡出土陶磁器の意匠

の隆盛、材料・技術を拓いた消費－、と୊して報告した

内容をࠎ子としており、͜れに技術・材料部分を೑付͚

したものである。本プロジェクトは、ࡏݱもਐ行・ܧଓ

中であり、චऀをؚめた人文科学側の研究のਐల、ある

いはࣗવ科学分析の৽ల開によって、本ߘでのݟղは、

దٓ修ਖ਼していきたい。
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１．「饗応の器」にΈる「古」と「当世」

ʢ̍ʣඒज़඼ͱࢿݹߟྉ
ᶃࢿݹߟྉͱඒज़඼ʢ఻ੈ඼ʣͷڞ௨ੑͱҧ͍

本ߘのओなର৅資料は、江戸遺跡から出土した一ׅ性

のߴい陶ย資料である。ಛに、17 世紀൒͹をԼ࣌ݶ期

とする遺構の出土例をٞ論の中心にす͑る。同࣌୅・同

美術館・ത物、ࡏݱ、期に੡作された陶磁器の中には࣌

館に所蔵され、美術作品としてのධՁのߴい఻世品もଟ

い。

さて、ある 1 ยの陶磁器が੡作されてからഇغされて

考古資料として出土したり、あるいは఻世品としてݱ୅

にड͚ܧがれたり、というաఔがある。1 図は、͜の、

一方が考古資料（出土陶ย）として、一方は美術作品（఻

世品）として確認されるաఔについて、「考古資料と఻

世品のҧい」として図化したものである（2）。

もちろΜ、個ผの事例では、1 つ 1 つの陶磁器が੡作

され、その後、消費ऀ（所有ऀ）のखݩに౉ったとして、

その後のաఔは、୯७ではない（3）。

1 図のϞデϧは、あ͘までも͜の 1 点の資料の࣋つ、

ストーリーを୯७化したものである。また、江戸遺跡で

は、し͹し͹発ݟされる大ྔの陶磁器をؚΉまとまった

形のഇغを、い͘つかのഇغパターンとしてྨܕ化でき

る͜とが、研究ऀの間で஌られてきた。

Ϟデϧ化については、（B）Ϟデϧ化による୯७化とྺ

に関するܕパターンのྨغ的個性のෆ一க、（C）ഇ࢙

共通認ࣝ、の 2 つの؍点から考࡯する͜とができる。（B）、

（C）のように、Ϟデϧ化と個ผのݱ৅の૝ఆは、ໃ६

するようであるが、実ࡍは江戸遺跡ではどちらも確認・

認ࣝされている。 

ҎԼ、は͡めに఻世品において確認できる事例をあ͛、

それとともに、遺跡において陶磁器が出土するঢ়گをഇ

パターンにغパターンごとに上͛ておきたい（4）。ഇغ

ついては、࠷もわかり΍すい例を出すため、17 世紀中

༿Ҏ外のものも掲͛る͜とにした。

ʲ఻ੈ඼ʳ

఻世品にも、఻དྷ品、఻世品、چ蔵品などいろいろな

छྨがある。また、୯独で఻わったもの、ശೖりで఻わっ

たもの、ෳ਺個ମまとまって఻わったものがある。͜れ

らは、དྷྺが໌らかなものもあれ͹、དྷྺがෆ確かなも

のもある。さらに言͑͹、ਅآ問୊もଘࡏする。

఻世品から年୅をಋ͘にࡍし、もっとも৴པのお͚る

ものは、ᶃਅである͜とが໌らか、ᶄ作品そのものに年

୅が記されている、ᶅ年୅的なධՁと学術研究成果がໃ

६しない、などが考͑られるが、ᶅについても、研究ऀ

のط஌資料がඞͣしもす΂てではない͜ともあって、実

。のධՁは೉しいͩろうࡍ

実例としては、ඌுಙ઒ՈΏかりの఻世品に、ಙ઒美

術館に所蔵される「ָ々Ԃম」がある。͜れにରして、

江戸遺跡（ඌுಙ઒Ոの藩邸）出土した考古資料の「ָ々

Ԃম」΍その੍作ಓ۩、などがଘࡏする（5）。

͜の点で、後ड़する、ίϨクγϣンの成立աఔについ

て、同࣌୅資料をಘる͜とのॏ要性が認められている。

ʲग़౔ʢຒೲɾ෭૴ʣr

・地中に埋まっている考古資料では、ଟ͘の出土例は、

ഇغされたঢ়گをࣔす。しかし、一部の資料では、地中

にೲめる、つまり、意図を࣋ってその場にあるঢ়ଶにさ

れたものもଘࡏする。例͑͹、෭૴品などがそれにあた

る。

ʲग़౔例ʢҨغʣr

غによる遺֐ࡂ・

上郷岡ݪ遺跡と東宮遺跡では、ീッ場μϜの開発事業

に伴い、܈അ県埋蔵文化財事業ஂによって発掘調査が行

われた。͜͜では、江戸࣌୅のଜམでの生活が、ઙ間ࢁ

の෾Րに伴い発生したఱ໌టྲྀのԼから、టྲྀにのまれ

る௚前の࢟をとどめて発ݟされた。టྲྀがͤまり、その

௚前の࢟のまま、遺غされたためである。例͑͹、東宮

遺跡からは、ଜམのՈ԰の中に഑ஔされた陶磁器が、使

用࣌のঢ়ଶのままで発ݟされている。中には、߳࿍にઢ

߳をともしたままのもの、あるいは、収ೲঢ়ଶにあるࡼ

ྨなどがΈられる（6）。

ʲग़౔例ʢഇغʣr

江戸遺跡のॳ期のഇغ論研究において、ᐾ໦ਅによっ

て、ࢦఠされたのが、日ৗ的、ඇ日ৗ的なഇغである（7）。

ᐾ໦は、遺構୯Ґの器छ構成΍、器छຖの出ݱස度から、

日ৗ的ഇغとඇ日ৗ的ഇغに関する考࡯を行っている。

� ਤ　ࢿݹߟྉͱ఻ੈ඼ͷҧ͍ͷ֓೦ਤ
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ඇ日ৗ的なഇغについてᐾ໦は、෢Ո地にお͚る԰ෑ෷

いを૝ఆし、͜れを世ଳの࣋つ生活ಓ۩の෮ݩにあてよ

うとした。消費都市としての江戸遺跡にお͚る、一ׅ性

のߴい陶ยがまとまって出土するഎܠとして、͜のよう

にඇ日ৗ的なഇغがଘࡏし、本ߘでओたるݕ౼を行って

いるՐࡂも͜うしたタΠϛンάの一つである。

そして、֐ࡂによってጶࡂし、一ׅ性を保ってഇغさ

れた܈資料の分析は、次にड़΂るとおり、఻世品では೉

しい、ある࣌点のՈ財・あるいはίϨクγϣンのա౉的

な༷૬の、あるいは࣌期的な考࡯を行うための大きなॿ

͚になる。

ᶄίϨΫγϣϯܗ੒

江戸遺跡出土陶ยにおいて、一ׅ性のߴい出土陶ยの

分析がॏ要な理༝に、͜うした一ׅ資料は陶磁器のഇغ

の۩ମ的な༷૬をࣔす͜とはもとより、その一܈を分析

する͜とにより、あるՈのίϨクγϣンが形成されるա

ఔ΍当֘࣌期のՁ஋؍をࣔす、あるいは、͜れらの࣌期

を஌る͜とができる点がある

2 図は、考古資料とίϨクγϣン形成の関܎を図化し

たものである（8）。

例͑͹、美術館・ത物館に収められた大໊Ո΍߽঎・

߽೶などのͻとつのچՈに఻དྷしたίϨクγϣン、ある

いは、いまͩ、چՈの蔵などに຾るίϨクγϣンは、΄

とΜどの場合には、ある一࣌期の࢟、というよりも、そ

のچՈのଘଓ期間中に、次第に形成されてきたものであ

る。͜れらの目録がஞ次のߋ৽ごとに作成され、その目

録がともに࢒されているのは、かなり޾運でك有な場合

となる。江戸࣌୅の大໊Ոの中で、໌治期にೖってՈ財

がചられ、そのࡍに、ചり立て目録΍財࢈目録が作られ

る͜とがあったが、それがあれ͹ྺ࢙記録としては޾運

である。たͩし、ଟ͘の陶磁器は৯器であって財࢈とい

うよりは、生活のಓ۩として使用・認ࣝされてきたため、

その陶磁器を͜うした目録で׬શに೺Ѳできるかと言͑

͹、౴͑は൱である。Ծに陶磁器の記録が࢒っていると

しても、͜ れらは、考古資料でよ͘言われる「Լ࣌ݶ期」

のような形での一ׅ性をࣔす͜ととなり、ಋೖ࣌期を஌

る͜とはߪೖ࣌の࢙料を除͚͹またผである。

ίϨクγϣンの形成աఔがෆ໌な場合には、そ͜にؚ

まれている陶磁器ྨが、「いつ」その一܈に加͑られた

のかは、ܕ式学的、美術࢙的な、あるいは、ശ書き、な

どものそのものからのΞプローチにཔら͟るをಘない。

͜うした、एׯの࣌期にରするᐆດさ、があるためか、

ۙ年では、ܕ式学的方法と૚Ґ学的方法という、年୅ܾ

ఆについて 2 方޲からのクロスチェックがՄೳで、かつ、

地震΍Ҿっӽし記録等によってઈର・ࡂ運な場合、Ր޾

年୅のܾఆをもՄೳとしてきた、考古資料にରする関心

が、美術࢙の研究ऀの間でもߴまっている。

2 図では、江戸࣌୅のՈにお͚るίϨクγϣンの形成

աఔと考古資料として発ݟՄೳなഇغ品、そして、఻世

品として࢒されるものをࣔした。࠷上ஈでは、あるՈで

一࣌期にೖखされた一܈の陶磁器܈が、ԿらかのΞクγ

デントで消ࣦする͜とをࣔしている。͜の場合、場合に

よっては出土する一܈は、ある一࣌期に保有されたηッ

トとなるͩろう。͜͜では考古資料として発ݟՄೳな部

分を੨色で表ࣔした。

次の中ԝのஈについては、上記と同͘͡ある一࣌期に

ೖखされた一܈の陶磁器ηットのうち、ηット一部につ

いてはԿらかの理༝で͚ܽてしまっている。そして、あ

る࣌期に、৽たな一܈がηットに加わる͜ととなる。͜

͜では、࠷ऴ的に考古資料として発ݟされるՄೳ性のあ

るものは、੨色でࣔした、ઌに、ηットから消ࣦしていっ

た一部のものである。੺色でࣔした࢒りのものは、఻世

品となる。͜͜では、2 つの࣌期のηットが合わさった

形となりうる͜とをࢦఠする。なお、͜の中ஈの੺色の

ηットについても、そのઌがଓいて行͚͹、同͡ように

考古資料になるՄೳ性は࢒る。

ॳのηットと次のηットがまった͚ܽͣ͘࠷、後に࠷

に、す΂て࢒される場合を૝ఆする。͜れらは、΍はり、

あわさる形で఻世されるかもしれない。

もしも、޾運にも、ஞ次௥加ߋ৽されていったಓ۩が、

Լஈにࣔす࠷ऴ的なίϨクγϣンにまで࢒り、さらに、

各࣌期のདྷྺをࣔす文ݙが࢒されているのなら͹、それ

らは、大มにكগでॏ要な資料となるͩろう。なお、͜

の࠷後に࢒るものの中には、๨れられ、あるいは、放ஔ

されたまま遺ଘしたものも૝ఆできる（9）。
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しかしながら、ઓ国࣌୅から江戸࣌୅、さらには、໌

治࣌୅からݱ୅にいたるまで、かのಙ઒ࡾޚՈですらも、

Ո財が、࠷後のίϨクγϣンにす΂て࢒るわ͚ではない。

そ͜で、後ड़する一ׅ性のߴい出土陶ยのと͜ろでは

͜れらを使って、江戸࣌୅ԟ࣌の陶磁器のՁ஋にͤまり

たい。

ᶅՁ஋ͷมԽʢݹͱ౰ੈʣ

さて、ある࣌୅のՁ஋意ࣝは、次の࣌୅にどれ΄どड

がれてい͘のͩろうか。もしかすると、日本列ౡのܧ͚

において、考古学的に確認できるಓ۩について、あ࢙ྺ

る࣌୅のಓ۩のηット一੾がす΂て一度期にՁ஋をࣦっ

て、次୅にҾきܧがれる͜とがなかった、などというม

ֵは、意外にもお͜っていないのかもしれない。

౜物の陶磁器にରする޲ࢤは、室ொ期Ҏ߱、江戸࣌୅

をܦて、ݱ୅にいたるまで࿈໖とड͚ܧがれている。

͜ىঝは、ࣾ会の上Ґ૚のަ୅がܧདྷのՁ஋意ࣝのچ

りଓ͚た 15 世紀後൒からଓいたઓ国࣌୅にも、్ઈ͑

る͜とがなかった。それはಙ઒࣌୅とも言われる江戸࣌

୅に、Ո߁௚ਉのՈਉஂが大໊΍ນֳとして಄֯をݱし

ྗをಘてなお、「公Ո成大໊」などといわれるように、

同࣌に「ैޒҐԼ」΁の೚׭などで「఼上人」となるඞ

વがあった͜とにもうかが͑る（10）。

たͩし、同࣌に、ผの৽しいՁ஋意ࣝの୆಄もお͜り

ଓ͚、江戸࣌୅の中で同͡陶磁器のηットがそのままྲྀ

行しଓ͚る、という͜ともまたな͘、そのྲྀ行はめま͙

るし͘มわっている͜とも事実である（東大編年参照）。

͜のようなμブϧスタンμーυともい͑る、৽چのՁ

஋؍の共ଘは、陶磁器において౜物झຯと同࣌に当世෩、

をも同࣌に良きものとすると͜ろとॏなるのである。そ

して、「当世」はまた、いͣれかのタΠϛンάにおいて、

「古」（いにし͑）΁とҠりมわるのである。͜のม化と

ෆมのՁ஋؍を、ಓ۩立てもまたөし出す。しかし、前

ड़のとおり、͜れらのηットはそのままのঢ়گで࢒る͜

とがكなため、その遺ଘঢ়گによっては、ࢲたちの目を

࿭わͤる͜ともある。

ʢ̎ʣ�໌ ྐྵͷେՐ͕ݱ୅ͷ఻ੈ඼ʹٴ΅ͨ͠Ө
ڹ

ᶃށߐͷ౎ߏࢢ଄ʢ԰ෑ഑ஔʣͷӨڹ

චऀは͜れまで、陶磁器研究とۙ世都市江戸の構଄に

ついて、同࣌に研究をਐめてきた。ۙ世都市江戸は、ক

城たる江戸城をその中֩として、その中਻たる本ډの܉

ؙには、ক܉・ນֳ・大໊などで構成され政຿機ೳを࣋

つ表ޚ఼と、ক܉ՈとそのՈ଒のॅまうԞޚ఼を഑した。

そして、͜れを、ۙ਌ऀ΍ນֳの԰ෑ、大໊Ոの԰ෑ、

ນਉたちの԰ෑなどがとりまき、൴らの用をຬたすよう、

ொ人地΍෢Ո地が഑された。͜れらは、江戸Ҏ前の江戸

をҿΈࠐΈながらも、Ո߁ೖ෎からՈ光による外堀普੥

でٸ଎に作り出された。なお、参ۈにより集められた大

໊Ոの԰ෑあるいはࣉӃなどが、その外側にଘࡏするଜ

΍ொにӨڹを与͑る֩となり、江戸城とともに、ෳ֩的

なঢ়گをつ͘った。都市のۭ間構଄から、（もともと）

付加Ձ஋ある器物・ಓ۩は、ࣾ会的地Ґ΍ࡁܦ的༏Ґ性

に付ਵする形で、都市江戸のۭ間の中で地理的にภࡏす

る޲܏にある。ࡉ部をΈても、例͑͹、大໊԰ෑ内部に

お͚る、出土遺物の内容にࠩҟをΈる͜とができる。۩

ମ的には、東京大学本郷構内の遺跡（加賀藩邸）にお͚

る、ޚ఼ۭ間の遺物と、٧人ۭ間の遺物のࠩҟなどであ

る。͜れはその΄かのଟ͘の江戸遺跡においても、一ఆ

ఔ度確認されている͜とである（もちろΜ、例外的に、

内౻ொ遺跡などのように、෢Ո地内にொ人地のΰϛがೖ

りࠐΉ場合もあるのͩが。）。

そして、（もともと）付加Ձ஋がある器物・ಓ۩にお

いても、そのՁ஋がม化する͜とがある。あるいは、૆

のものがखにೖらない֊૚が͜れをೖखしたいと๬Ήܕ

がނに、ྨࣅ品、൚用品、あるいはまた、ِ物が出ݱし

てそれらがड容された͜とも、出土した京মの研究ある

いはমԘᆵの研究として江戸遺跡で確認されている。

江戸΁の参ۈ΍、大໊・ນֳなどの෢Ոをؚめた਎分

のҠ動（立਎出世΍Ոの൓ө、あるいは຅མ）は、Ձ஋

あるಓ۩のஔかれる場のҠ動をもたらしている。͜のҠ

動には࣌間とۭ間の྆側面がある。͜うしたՁ஋のภࡏ

と、Ձ஋のม動は、のちに美術品として࢒される఻世品

のଘࡏにもӨڹを与͑たものと考͑られる。

そして、͜のՁ஋あるಓ۩のもとのภࡏ性に、大きな

Πンパクトを与͑、ผのόΠΞスをか͚た出དྷ事の一つ

が、໌ྐྵの大Րなどの都市のՐࡂ（都市である͜とにも

意ຯがある。当࣌の都市にはࢧ഑֊૚が集ॅ、また、江

戸においては、ಛにݦஶなঢ়گ）ではないかとචऀはਪ

ଌする。

ᶄ�໌ ྐྵͷେՐ͸౰ͨ͠ߦྲྀ࣌ʮ۝ݹ୩ʯ఻ੈ඼ͷ݈ࡏʹ

ڹӨ͘ڧ

17 世紀൒͹、ං前のॳ期色絵磁器（古۝୩༷式など）

をؚΉڃߴ磁器が、もともと「੡品」としてྲྀ通したஈ

֊で、都市江戸の中心部にॅまう、上ڃの෢Ո֊૚にภ

ߴしていた。そして、໌ྐྵの大Րによって、͜うしたࡏ

してॲ分された。͜の͜とをࣔࡂ磁器は૬当なྔがጶڃ

すための޷例を、චऀは、໌ྐྵ大Րでጶࡂしたとਪఆさ
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れるጶࡂ一ׅ資料として江戸遺跡の中からந出する（11）。

次項にड़΂る、ઍ୅田区・有ָொ一ஸ目遺跡・070 号遺

構、ઍ୅田区・江戸城跡（ࣚݟଟ໳࿌୆石֞地点）　の

໌ྐྵ大Րጶࡂ一ׅ資料、ઍ୅田区・ਆ田୶路ொ二ஸ目遺

跡の໌ྐྵ大Րጶࡂ資料がそれである。͜の 3 遺跡に加͑

て、それよりҎ前に஌られていた、ߓ区・ࣚཹ遺跡にお

͚る事例からは、ैདྷ考͑られてきたΠϝージよりも広

ൣғに（෯広いՈےに）、古۝୩༷式の੡品が保有され

ていた͜とをࣔしている。͜れは、次節のᶇでࣔした東

京大学本郷構内の遺跡にお͚る加賀藩・大੟ࣉ藩邸にお

͚る事例が、ࣗવ科学分析によって問୊を提ىしたその

一方で、ैདྷઆをิڧする材料としてもҐஔ付͚られて

きた͜とにରして࠶考をͤまる内容であるとい͑よう。

そして、ઌにあ͛る 3 例は、໌ྐྵ大Րによって、そも

そもภࡏしていた古۝୩༷式の੡品が、江戸の中心部の

資料がՐࡂでࣦわれた͜とにより、఻世される資料のภ

性にさらなるόΠΞスを与͑たものである͜とをࣔࡏ

す。ҎԼ、（3）において、各遺跡での出土例を؆୯に、

Έてい͜う。

ʢ̏ʣ�ফඅ஍Ҩ੻ʹΈΔ ͷ৭ֆ࣓ࠒத༿لੈ��
ड༰ث

ᶃઍ୅ా۠ɾށߐ৓੻ʢࣚݟଟ໳࿌୆ੴ֞஍఺ʣ

໌ྐྵେՐጶࢿࡂྉʢ��ʣ

江戸城跡（ࣚݟଟฉ࿌୆石֞地点）は、江戸城の本ؙ

の東側、ക林ࡔとࣚࡔݟの間にある石֞とそのഎ面であ

る。もともと、二ϊؙとの間にҐஔする͜の場所はനௗ

Ӭ׮。によって区ըされていた߼ 14 年（1637）にനௗ

は一部埋められ、二ϊؙに東照ࣾが଄営され、ঝ応߼ 3

年（1654）まで͜の東照ࣾがଘࡏした。໌ྐྵ 3 年ਖ਼月に、

東照ࣾの基ૅを石֞として、本ؙのఱ୺を二ϊؙ側に֦

ுする本石֞の普੥がは͡まった。と͜ろが、普੥をは

͡めた௚後、同年 1 月 18 日に໌ྐྵの大Րが͜ىって普

੥はいったΜ中断する。同年中に͜の普੥が࠶開されて、

本石֞が׬成するのであるが、͜ の࠶開された普੥のࡍ、

໌ྐྵ大Րでጶࡂした本ؙޚ఼のものとࢥしき遺物が͜の

場所でॲ理されている。そ͜で、石֞のഎ面からは、大

ྔのম土とম͚たྨנにަ͡って、陶磁器が出土した。

චऀは、എ面にؚまれた陶磁器をその年୅から、໌ྐྵ大

Րጶࡂとൺఆしている。

そして、͜のηットにؚまれた陶磁器は、໌ྐྵ大Ր、

つまり 1657 年をԼݶとするক܉Ոの৯器ηットとして、

その構成を当࣌の饗応に使用するために۩備されたߴ࠷

。とධՁしている܎品をؚΉηット関ڃ

さて、͜のなかには、中国磁器とං前磁器がؚまれて

いたが、͜れらについてड़΂ておきたい。

まͣ、͜のηットでは、ଟ͘のഁยが磁器であった。

陶器΍土器はগな͘、陶器で点਺のଟかったのは、৴ָ

のࠊനの༿஡ᆵである。土器はさらにগな͘、ܕԡし文

༷を施したかわら͚΍、「ఱԼ一फ࢛࿠」໏のՐുなど、

ൺֱ的௝しいものをؚΜでいた。

中国磁器では、੨磁、ന磁、੨Ֆ、色絵などが確認で

きた。੨磁は、໌ॳのᆵ΍、൫などをؚΉ。੨Ֆにおい

ても、໌ ॳのચ（面ຍ）のように国内でも།一の資料΍、

൫のようにكগなものがΈられた。͜うした大ܕ、そし

てそれͧれ一品で出土する੡品にରして、ଗいの੡品も

あり、͜れらはጶࡂした資料܈のԼ࣌ݶ期にۙい、ਸఓ

期の੨Ֆがଟかった。色絵にはສྐྵ期のものもΈられた。

遺ଘ度がѱい小ย͹かりで、報告࣌には図ࣔできなかっ

たがന磁ࡼなどന磁もଟؚ͘まれていた。古છ付・঵ਸ਼

などもΈられる。

ං前磁器では、છ付、色絵、ྤཨᬵ、などがΈられた。

さらに、ே઱のന磁ᆵなどもؚまれていた。

છ付については、1630 ʙ 1650 年୅のもので、おおΉͶ、

ਸఓ期にฒ行する。ྨࡼがଟい。1640 ʙ 1650 年୅にか

͚てのೇ໦୩༼の੡品もΈられ、ߴ୆ܘはすでに大き͘

なっており、発色、ૉ地ともに技術的にはॳ期ҏສཬを

௒͑て、古۝୩༷式から柿ӈӴ໳・南઒ݪ༼のஈ֊に޲

かうと͜ろである。

͜͜で、ॳ期色絵につては、いわΏる「দϲ୩ख」੡

品も確認できている。色絵঵ਸ਼をϞデϧにした、ං前の

色絵磁器のുでは、ߴ୆の外側の࡟り΍、色絵の文༷の

Ґஔ合わͤ方など、ඇৗにஸೡな࢓事がなされていた。

古۝୩༷式の੡品もΈられる。

ᶄઍ୅ా۠ɾਆా୶࿏ொೋஸ໨Ҩ੻

໌ྐྵେՐጶࢿࡂྉʢ��ʣ

ਆ田୶路ொ二ஸ目遺跡は、東京都ઍ୅田区ਆ田୶路

ொ二ஸ目 15 番地外に所ࡏする。同遺跡は、江戸のॳ期

にはࣉӃがଘࡏしたが、׮Ӭ 20 年（1643）にේ୅大໊

であるࢁ城国ཎ藩ӬҪՈの上԰ෑとなってҎདྷ、Ԇๅ 8

年（1680）に収公されたのちも、ේ୅大໊がྺ୅ഈྖし

た԰ෑにあたる。文ݙ調査からは、͜れらのේ୅大໊た

ちは、૗ऀ番΍ࣾࣉไ行、さらに࿝中をۈめるなど、ນ

ਉの中でもΤリートであった。͜の԰ෑは、൴らが出世

ίースをาΉその一࣌期をաごす場所となった。おそら

͘は、ේ୅大໊の԰ෑ地は、͜のように、ある一ఆの਎

分・格式に૬応するものとして与͑られたもののようで

ある。ある෢Ոが通ৗのং列をਐΜでよりҎ上の໾職に

なるか、あるいは、場合によってはよりҎԼの໾職にな
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るかすると、԰ෑをަ୅してい͘ようなγスςϜで運用

されていたとい͑よう。そして、͜のγスςϜにݺ応す

るように、本遺跡をؚΉນֳたちの԰ෑ内の出土遺物は、

当࣌のڃߴ৯器を伴った。͜ れらにはそのՈ々あるいは、

個々人の個性もΈられるし、個ผ資料の個性もあるもの

の、一方で、上記γスςϜをかいまΈる͜とのできるよ

うな、ԟ࣌のՈの格式૬応の器物としてもධՁできる。

ේ୅大໊の԰ෑである、本遺跡には、චऀとླ໦༟子

がある。͜れ܈として考͑た遺物ࡂが、໌ྐྵ大Րのጶࢯ

らのうちにも、͜͜であ͛るଞの事例同༷、中国磁器と

ともにං前磁器がΈられた。

" 区 4 面ম土では、ඃ೤したܠಙ௟の 「日のࣈ๟႗」

文のଗいࡼとともに、঵ਸ਼खでؙ文をあしらった古۝୩

༷式の大ࡼが出土している。 

̘区 4 面ম土では、ඃ೤したܠಙ௟の੨Ֆのଗいࡼ΍、

「日のࣈ๟႗」文のଗいࡼとともに、ܕଧち成形の古۝

୩༷式の色絵の௕ࡼが͜れもଗいで出土し、さらに、ޒ

も出土している。͜の΄か、㦆ࡼखの古۝୩༷式の大࠼

ऱ༼のޖਢ੺絵大ࡼもΈられた。 

͜の͜とから、古۝୩༷式の色絵੡品は、ේ୅大໊の

԰ෑにおいて、中国のそれと同༷に、৯器として使用さ

れていた͜とがわかる。なお、同遺跡では後ड़の࿬ࡔՈ

と同༷にುౡ藩༼੡品がଟ਺確認されている。ӬҪՈҎ

後に͜の地をഈྖしたນֳの໾職に応͡て、ଃ与された

と考͑る。

ᶅઍ୅ా۠ɾ༗ָொҰஸ໨Ҩ੻ɾ���߸Ҩ（11）ߏ

有ָொ一ஸ目遺跡は、東京都ઍ୅田区有ָொ一ஸ目 1

－ 2、4 － 1 号に所ࡏする。同遺跡は、ૣ ͚れ͹ܚ௕ 6 年、

͜れよりҎ後からԆๅ 9 年（1681）まで、Ո߁の਌଒で

あるদฏ（౻Ҫ）Ոが԰ෑをഈྖした場所である。দฏ（౻

Ҫ）Ոは、Ո߁の࢛୅前にあたる௕਌（௕஧）のޒஉ利

௕（ʁʙ 1560）を૆とするՈےで、Ո߁の਌଒のේ୅

大໊で、ेޒҐԼなどをࣀっている。

同遺跡の 070 号遺構からは、໌ྐྵの大Րでጶࡂした、

中国磁器とං前磁器の૒方をؚΉ৯器ྨのηットが出土

している。ඃ೤し、ׂれたഁยがまとまってম土中に

ഇغされたঢ়ଶで出土しており、͜れらがԼ࣌ݶ期で

1650 年୅൒͹までのものをؚΉため໌ྐྵ大Րጶࡂとਪ

ఆした。઀合཰は良͘、৯器ηットとしてのまとまりを

෮ݩするにඇৗに良޷なηットである。たͩし、江戸城

跡（ࣚݟଟฉ࿌୆石֞地点）の໌ྐྵጶࡂ資料とのҧいで、

江戸城跡ではΈられるような中国の໌ॳの੨磁΍੨Ֆな

どの国内の事例でもトップクϥスとい͑るようなものは

ؚまれない。

070 号の中国磁器には、੨磁の൫΍खԳܕ水ܠ、ࢦಙ

௟系の੨Ֆ΍色絵、㦆ऱ༼系のޖਢख（໫Ֆख大ࡼ）、

などがΈられる。ܠಙ௟੨Ֆは、17 世紀൒͹としては、

ං前磁器と同等に出土しており、同࣌期の江戸遺跡のも

のとしてもଟいと考͑る。ܠಙ௟磁器の੨Ֆには、ෙཀ

ख大ࡼのような大ܕ品が୯ମでΈられる例もあれ͹、中

࿸などのように、ෳ਺個ମのଗいを確認した、ࡼ小、ࡼ

ものもある。中国磁器の色絵には、ଗいの色絵঵ਸ਼のࡼ

΍、東京国立ത物館の所蔵品にྨࣅの文༷のࡼなど、ಛ

௃的なものもΈられた。

ං前磁器には、છ付の΄かに、ॳ期色絵（古۝୩༷式）

の大ࡼ΍、ܕଧちのม形ࡼのଗいもΈられた。

ᶆ۠ߓɾࣚཹҨ੻（12）

ࣚཹ遺跡は、東京都ߓ区東৽ڮ一ஸ目 5 番地に所ࡏす

る。͜͜では、『ࣚཹ遺跡Ⅱ』所収の出土遺物から論͡

たい。江戸࣌୅では、外༷大໊のઋ୆藩ҏୡՈ上԰ෑと、

ේ୅大໊の࿬ࡔՈ԰ෑとその境քのߔに遺物܈を大き͘

分͚る͜とができる。そして、ං前のॳ期色絵੡品は、

ҏୡՈと࿬ࡔՈの૒方と境քのߔから出土している。গ

ない点਺の中でのൺֱにはなるが、ҏୡՈよりも࿬ࡔՈ

の方で点਺がଟ͘なっている。出土陶ยશൠの޲܏とし

て、17 世紀前൒ஈ֊では、੨磁（ҏୡՈにおいて大ܕ

のՖළも出土）、੨Ֆ、㦆ऱ༼系ޖਢ੺絵（大ࡼ）など

の中国陶磁に、ං前磁器が加わっていた༷子がΈてとれ

る。ං前磁器は、ଞと同༷に、છ付੡品にそのओମがあ

り、中国磁器に伴い、1630 ʙ 1650 年୅にか͚てのං前

磁器がΈられる。ܠಙ௟੨Ֆについても、江戸城と同༷

にܕଧち成形の中ࡼがෳ਺の遺構にݟࢄされ、͜うした

。がもとはଗいで使用されたと考͑られるࡼ

なお、17 世紀中༿Ҏ߱になると、࿬ࡔՈの方で、ು

ౡ藩༼੡品が਺ଟ͘確認されている。また、ҏୡՈでは

南઒ݪ༼のછ付੡品が਺ଟ͘使用されている。͜うした

ঢ়گからは、ҏୡՈにおいてはઓ国期ҎདྷධՁされてき

た中国の੨磁などを保有しそれに৽たなಓ۩を加͑て

いったのにରして、࿬ࡔՈにおいては໌຤Ҏ߱のڃߴ磁

器からଗ͑て行ったようにࢥわれる。ುౡ藩༼੡品につ

いては、ນֳとしての地Ґを࣋つ、࿬ࡔՈにଟ͘保有さ

れ、南઒ݪ༼はڃߴ品ではあるものの、ඞ要に応͡てߪ

ೖされたのであろう。報告をݟるݶりでは、「দϲ୩ख」

については出土していないようであり、͜の点は、確認

したいと͜ろであるが、し͹し保ཹしておきたい。

ᶇจ۠ژɾ౦ژେֶຊߏڷ಺ͷҨ੻（13）

東京大学本郷構内の遺跡は、ࡏݱの東京大学の本郷
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キャンパス内に所ࡏする。広大な本郷キャンパスに広が

る同遺跡には、ՅӬ 6 年（1853）のஈ֊（の江戸੾絵図）で、

加賀藩前田Ո上԰ෑ（8 ສ 8
482 ௶༨）、෋ࢁ藩前田Ո上

԰ෑ（1 ສ 1
088 ௶）、大੟ࣉ藩前田Ո上԰ෑ（5
762 ௶）、

水戸藩ಙ઒Ո中・Լ԰ෑ（6 ສ 4
332 ݪ藩小ּࢤ҆、（௶

Ո中・Լ԰ෑ（௶਺ෆ໌）、ض本৿઒Ո԰ෑ（1
131 ௶）、

ઌखమ๒組組԰ෑ（300 ௶）とෳ਺の大໊԰ෑ΍෢Ո԰

ෑがஔかれた。なお、෋ࢁ藩、大੟ࣉ藩は加賀藩のࢧ藩で、

加賀藩から԰ෑ地を貸与されたものであり、׮Ӭ 16 年

（1639）に、与͑られたとされる。

加賀藩の上԰ෑは、江戸ॳ期にはཾ೭ޱにあったが໌

ྐྵ大Րによりጶࡂ・શমして、一度、ڮަےにҠったが、

ఱ和 2 年の大Ր（1682 年）のཌ年に、Լ԰ෑであった当地・

本郷邸が上԰ෑとなる。

Լ԰ෑとしての本郷邸は、ݩ和 2・3 年（1616・1617）

に、3 ୅藩ओ前田利ৗがഈྖした。Լ԰ෑ࣌୅の本郷邸

は、ഈྖ後 10 年の間はखつかͣであったが、׮Ӭ 4 年

（1627）になると、利用される༷子がうかが͑る。さら

に、׮Ӭ 6 年（1639）にক܉Ո光と大ޚ所秀஧が、׮Ӭ

17 年（1640）には࠶びՈ光がޚ成するなど（成੉ 2013）（13）、

Լ԰ෑとい͑ক܉をܴ͑る作事΍ಓ۩はあつら͑ていた

であろう。

͜れらの԰ෑうち、加賀藩のޚ఼ۭ間で使用されたと

考͑られる৯器ηットと、͜の加賀藩の৯器ηットに༝

དྷするとධՁされている大੟ࣉ藩邸内出土のڃߴ磁器の

ηットをؚΉ事例をとりあ͛たい。ಛに、大੟ࣉ藩邸に

関࿈しては、本プロジェクトの 4、で成੉࢘ߊにより、

ҩ学部附ଐපӃ地点のೖӃ棟 " 地点̘ 2 ૚に関࿈する

報告が行われ、͜͜ではओとしてその報告を参照してま

とめておきたい。

それͧれの年୅的なূݕについては、மにあ͛た各文

を参照されたい。͜͜では、前ड़のݙ 1657 年の໌ྐྵ大

ՐをԼݶとする資料にରし、ఱ和 2 年（1682）をԼݶと

するҎԼの資料のԿがҧうのかをΈておきたい。

ఱ和 2 年のՐࡂによる資料にΈられる南઒ݪ੡品のଗ

いと、それҎ前のஈ֊の資料がؚまれる。江戸城跡（ࣚ

ଟฉ࿌୆石֞地点）などで、中国磁器で構成されるηッݟ

トに、ං前磁器がೖってい༷͘子がうかが͑るが、͜͜

では、͜うしたηットにさらに৽し͘、柿ӈӴ໳΍南઒

の੡品が加わってい༷͘子をとら͑る͜とができて༽ݪ

いる。

ɾҩֶ෦ෟଐපӃ　தԝ਍ྍ౩஍఺　̡ ��ʵ �

本遺構について、成੉࢘ߊのࣔしたものから、まとめ

てお͜う（成੉ 2013）（13）。

大੟ࣉ藩邸の੢側でݕ出されたૉ掘りの地Լ室であ

る。出土遺物は࠷小の個ମ਺でੵݟもっても、798 個ମ

（֖を除͘）はあるとされる。遺構は 1�4 ఔ度の掘࡟ঢ়

で、もとの個ମ਺でگ 4 ഒఔ度、໿ 3200 個ମఔ度がも

ともとあったとਪఆされている。

磁器のׂ合はࡼ、͘ߴ、しかも、日ৗにదした 4 ʙ 5

ੇではな͘、͜れよりएׯ大きな 6 ੇҎ上のものが組成

の中心である。༌ೖ陶磁が 11ˋにの΅る。ං前磁器は、

1630 ʙ 1640 年୅ごろの੡品からΈられるが、ओମを઎

めているのは 1640 ʙ 1650 年୅である。ܕଧち成形のࡼ

΍、ॳ期色絵の࠼ޒखࡼܕ、੨ख੡品などもΈられる。

Լ࣌ݶ期である資料はগないが、確実にଘࡏし、͜の͜

とから、ఱ和 2 年（1682）ԼݶのධՁがなされている。

ɾҩֶ෦ෟଐපӃ　ೖӃ౩"஍఺　̘ �૚

大੟ࣉ藩邸内において確認された C2 ૚は、ఱ和 2 年

（1682）のՐࡂ後に、԰ෑのݐ࠶のための整地によって

成った૚である。

中国のܠಙ௟੨Ֆをは͡め、㦆ऱ༼のޖਢ੺絵、ං前

磁器では古۝୩༷式の大ࡼとともに、より৽しい༷૬と

して、柿ӈӴ໳༷式、南઒ݪ༼の੡品などもೖってい

る。出土陶ยでもك有な例としてΠζχークなどもΈら

れる。

成੉によれ͹、「器छ構成では、ࡼ、ു、ᆀ、ழޱの

હ上で使用される器छྨを中心に、大ࡼ、大ു、௔子な

ど৯હपลを࿫う器छ΍٤஡۩など৯をड容する側の器

छで構成され、藩ओपลの日ৗ৯器としての使用もؚめ

であ܈する一ࡏݦめられる࣭がٻ఼ۭ間使用৯器にޚ

る」（成੉ 2018）（13）とする。

ᶃʙᶆと同༷に、当࣌のڃߴ࠷品をؚΉ৯器܈である

が、ఱ和 2 年というԼ࣌ݶ期から、ᶃʙᶆよりさらに৽

しい༷૬が看कされている。さて、͜のڃߴ࠷品をؚΉ

৯器ηットについて、ઌのプロジェクト研究 4 において

も、成੉࢘ߊが堀内秀樹によるಛ௃のまとめをҾ用して

おり、චऀも͜れに฿いたい。ॏ要なので、Ҿ用する。

・ 遺物܈は大ࡼをؚΉ磁器ࡼ・ു・ᆀྨがଟ͘、ภった

଻࣭・器छ構成をࣔしている。

・遺物܈は上࣭な磁器੡品がそのओମを઎めている。

。ᆀྨのଟ͘はଗいで使用・保ଘされている・ു・ࡼ・

の法ྔは、5ྨࡼ・ ʙ 7 ੇがओମを઎めている。

͜れらの事例から言͑る͜とは、まͣは、ᶃʙᶆで例

ࣔした資料は、໌ྐྵの大Րの࣌点において、古۝୩༷式

をؚめたං前の色絵磁器が、ࡏݱ良͘஌られると͜ろの

東京大学本郷構内の遺跡Ҏ外で৯器ηットを構成する形

でड容されていた͜とである。色絵磁器は、技術ֵ৽を

伴い開発されてい͘中で、当࣌のऀྗݖߴ࠷であるಙ઒

ক܉ՈҎԼ、গな͘とも江戸の上૚෢Ոでड容されてい
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た͜とが໌らかである。と同࣌に、໌ྐྵの大Րによって

԰ෑ地の大൒をࣦった、江戸の中心部に集ॅしたນֳの

間には఻世がなされͣ、͜の͜とが、資料のภࡏ性をよ

り、ผのόΠΞスのֻかる形でڧめているという͜とで

ある。もちろΜ、例͑͹、দ江藩でۙ࠷確認された陶ย

のように、各藩で、江戸԰ෑと国ݩにஔ͘財࢈をどのよ

うに分഑したのかは、各藩、各Ոでҟなる。そしてその

ର応が、さらに、もとのภࡏ性とその後のภࡏ性のมભ

をෳࡶなものにしたとචऀは考͑る。

つまると͜ろ、江戸においては、17 世紀൒͹のນֳ、

あるいは༤藩などを中心とした上૚෢Ոでは、中国੨Ֆ

΍ං前のછ付੡品をओମとしつつも、そのηットのうち

には、一部に色絵磁器を保有した͜と、そ͜には、いわ

Ώる美術࢙上の古۝୩༷式とݺ΂る品々をؚΜͩ͜とが

໌らかである。しかし、まͣ、໌ྐྵ大Րによって͜れら

の器物はጶࡂしてॲ分され、఻世されるはͣの੡品がۃ

୺にݮったのである。そして、͜れらภࡏする器物をΈ

る͜とで、ྺ࢙的な事実が一部ҟなる形で認஌されてき

た。考古学資料である出土陶ยの分析は、͜の認ࣝをあ

るఔ度までิਖ਼しうるՄೳ性をൿめている。

２. 意匠と材料・技術の関܎をಡΉ

ʢ̍ʣҙঊɺࡐྉɺٕज़ʢੜ࢈ϓϩηεͱࢿྉʣ
͜͜では、ං前磁器（છ付、色絵、色絵છ付）の生࢈

工ఔと物理・化学的なม化΍技術の関܎を整理したい。

3 図に、ං前のછ付磁器と色絵磁器にお͚る੡作工ఔ

をࣔす。ං前磁器の生࢈工ఔ物理・化学的なม化΍技術

の関܎については、研究࢙の整理΍චऀࣗ਎の研究成果

から、次のᶃʙᶉにまとめた。

ᶃϓϩηεᶗɿ೪౔߭෺ͷܗ੒

プロηスⅠは、ࣗવ、地֪の活動とその後の෩化によ

る化学ม化であり、人ҝがհࡏしない。地࣭学的な年୅

をܦておきたࣗવݱ৅である。例͑͹、有田ઘࠤ）ࢁ賀

県有田ொઘࢁ陶石߭চ）についてҎԼにࣔす。

有田ઘࢁでは、第ࡾ紀（ࡾӜ・大ฏ（14）のଌఆでは、2.5

ʙ 2.6 MB）に形成され、その後も෩Ӎにさらされて陶

石化がਐΈ、陶石߭চが形成された。͜の͜とについて

は、「ઘࢁ陶石は第ࡾ紀࠭ؠ૚中にซೖしたਅचؠが೤

水作用をड͚て生成したと考͑られ 
 ߭ମの大きさは東

੢ 400N
 南๺ 600N Ҏ上に及Ϳ大きなմঢ়߭চである .」

（٢田・෱Ӭ 1962）（15）、「ઘࢁ陶石߭চはࠤ賀県有田ொ

にありɼ古第ࡾ紀の٩ౡ૚܈に؏ೖする઱৽世後期のؠ

400N）ؠঢ়ྲྀ໲ג ʷ 200N）が೤水ม࣭をඃり陶石化

した߭চである．」（14）、とされている。

ઌの٢田・෱Ӭによるݦඍ࡯؍ڸと化学分析によれ͹、

料（陶石）ݪ୅の磁器࣌する、江戸ࡏ賀県に所ࠤのࡏݱ

が採掘された有田ઘࢁでは、ྲྀ ໲ؠが೤水ม࣭をड͚て、

石ӳをओମする、ηリサΠト、ΧΦリφΠト、ਖ਼௕石お

よびࣼ௕石などをؚΉ೪土߭物が形成された。͜のઘࢁ

陶石は、場所によってؚまれる陶石にҧいがΈられ、η

リサΠトのଟい部分にはԫమ߭もまたଟؚ͘まれるとさ

れる。また、߭ମ中ԝ部ではηリサΠトをओମとする೪

土߭物がଟ͘、पลでは೪土߭物がগな͘௕石がଟؚ͘

まれると考͑られている。さらに、߭ମのपลには໌᛼ 

がଘࡏするとのࢦఠもある。ԫమ߭΍໌᛼をؚΉ陶石は、

耐Ր度が௿͘なるという݁果もಘられている（15）。

ઘࢁでは、陶石化した߭চが地表ۙ͘に生͡、地表付

ۙで地࣭学的な࣌間をܦる͜とで、෩Ӎ（ࢎૉと水）に

よってさらに෩化がਐΜͩ。そして、その͜とが陶石と

しての品࣭の良さをよりڧ化したと考͑られる。

二宮修治は、ྲྀ໲ؠなどのؠ石が、地ٿ化学的サΠク

ϧで、ม化して೪土߭物となるաఔについてৄड़してい

る（二宮 2018、2019）（16）（17）。

ᶄϓϩηεᶘɿ೪౔߭෺ͷൃݟͱ۷࠾

プロηスⅡになっては͡めて、͜の地にଘࡏしたࣗવ

に人間が関与する。江戸࣌୅、ઘࢁ陶石が発ݟされ、陶

石として認஌され、採掘により利用されるようになる。

人がそれを利用する意ࣝがないと、認஌・利用にはਐ

まない。ซͤて͜れを利用Մೳにするखஈ（͜の場合採

掘・運ൖ）ൈきにはなし͑なかった。

プロηスⅠからⅡのաఔは、古͘は人が石器をखにし

は͡めた͜ろからのӬい間ݧܦしてきた。

ઘࢁ陶石の利用が開࢝されたのは、磁器が創࢝された

1610 年୅よりは஗͘、1630 年୅と考͑られている。

1600 年୅Ҏ前、日本では磁器は༌ೖするものであり、

生࢈（੡作）するものではなかった。と͜ろが、1610

年୅になって、有田（小ߔ、ఱۡ୩など）で陶器とซ

মして国内ॳの磁器をমき࢝めた。ઘࢁ陶石の利用は、

͜れにଓ͘できごとである。ちなΈに、߭চの形成と

しては、നѥ紀（ࡾӜ・大ฏ（14）のଌఆでは、13.8 ʙ

14.0MB）で一ܻも古い地࣭の形成年୅を࣋つ、۽本県

のఱ૲陶石の発ݟ・利用はさらに஗れた。その͜とには、

ઘࢁ陶石の発ݟと利用において、人間の஌ࣝ・஌ܙ、意

ཉ、技術がհࡏした͜とが良ࣔ͘されている。

本研究では、ಛに「意匠デβΠン」と材料・技術にண

目してݕ౼を行うが、人間の஌ࣝ・஌ܙ、意ཉ、技術に

ついて໌らかにするためにも、͜͜でもうগし陶石利用
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෺ཧతͳഁյ

෺ཧతͳҠಈ

બผ

۷࠾

۷࠾

ӡൖ

༗ྔௐ੔ؚؾۭ

ਫ෼ؚ༗ௐ੔

શମܗঢ়ͷมԽ

ද໘ͷฏ׈Խ

ଧͪܕ

ϩΫϩ
੒ܗ

૩ס

্͛࢓

ਫඊ

બผ

คࡅ

ૉ஍ௐ੔

૩ס

Ͷ͔ͤ

੡౔ʢૉ஍ͷௐ੔ʣ ෺ཧతͳഁյ

બผɾԽֶมԽ

ʢૉࠞࡐ߹ʣ

༗ྔௐ੔ؚؾۭ

ਫ෼ؚ༗ྔௐ੔

ඍੜ෺ʹΑΔมԽ

ᶃإྉͷਫ਼੡

ᶄֆ۩ͷௐ߹

ᶃإྉͷਫ਼੡

ᶄֆ۩ͷௐ߹

ᶃᬵༀͷਫ਼੡

ᶄᬵༀͷௐ߹

୸ম͖

ங　༼

ম　੒

ম　੒

੡඼σβΠϯ

άϥϯυσβΠϯ

༼৔ͷܦӦɿࠤլൡ

〇個々の形・大きさ・意匠
〇雛形・図案帳面なども使用
〇絵画、書籍、服飾、自然
〇対象に応じた意匠・精度

ͷมԽ؍֎
ʢจ༷ɾՃ০ʣ

ՖೱΈ

۩ೱΈ

ᶅ্ֆ෇

ᶆম੒ʢ্ֆʣ

ᶇ׬੒ʢ্ֆʣ

ԽֶมԽʢߴԹʣ

ද໘ͷঢ়ଶมԽ
ྉͷมԽࡐ੒ߏ

બ୒

છ෇
ઢඳ͖

છ෇
ೱΈ

ֆ෇͚ʢછ෇ʣ

ᬵࢪ

ԽֶมԽʢߴԹʣຊম͖

੒׬

ද໘ͷঢ়ଶมԽ
ྉͷมԽࡐ੒ߏ

ද໘ͷঢ়ଶมԽ
ྉͷมԽࡐ੒ߏ
ද໘ͷঢ়ଶมԽ
ྉͷมԽࡐ੒ߏ

ྲྀ௨

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ
Ⅵ

Ⅶ

A

B

ⅵ

ⅶ

ͷมԽʢૉ஍ɾ೪౔մʣ؍֎

ԽֶมԽͷ৚݅ͷίϯτϩʔϧ
ʢຊম͖࣌ͷʣ
ද໘ͷੑ࣭ͷมԽ
ʢછ෇ֆ෇͚࣌ͷʣ

ϋϦ͑ࢧ
ʢ೤ʹΑΔܗঢ়มԽͷରࡦʣ
ম੒ʹΑΔԽֶมԽʢ೤ʣ
ԽͷԹ౓ثԹɾ࣓ߴ

ম੒ʹΑΔԽֶมԽʢ೤ʣ
৭มԽɾֆ۩ͷఆண

ᆍͷআڈɾϛζϒΩ

஥ཱͪࢴͷ࢖༻
ίϯύεͷ࢖༻
๽஄͖ٕ๏

ྉͱͯ͠ͷೝ஌ݪ

※ 窯・窯焚き（焼成温度・焼成雰囲気）、炭（焼成温度・条件）、
 顔料（材料・化学組成）、釉薬（材料・化学組成）、絵付け
 （顔料等の調合など）は省略。
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についてΈてお͜う。

1630 年୅のઘࢁ陶石の利用開࢝期は、఻ঝでは、ཥ

参ฏというே઱人陶工との関わりでޠられる。༼跡΍༼

ಓ۩、磁器ম成創࢝期の͜の࣌期の੡品をΈても、͜の

によるものとڹ期の有田の஌ࣝと技術はே઱൒ౡのӨ࣌

いう点には、ҟ論のないと͜ろであろう。ઘࢁの発ݟҎ

前は、有田黒ໂ田地区の΄か、創࢝期の༼場を有する有

田पลの各所で小規໛に採掘がなされたと૝ఆする。ࠤ

賀藩ྖ内には、ྲྀ໲࣭ؠの地࣭が分෍するので、͜れら

の化学的なม࣭によって規໛の大小はさておき、陶石の

औれる場所は΄かにも点ࡏしたとࢥわれる。

ઘࢁは、すでに೶ଜとして開発されていたため、ଜམ

からのۙさ、陶石の࿐出、さらに採掘࣌のߗさなど、江

戸࣌୅の͜の࣌期の採掘と運ൖの技術Ϩϕϧにおいても

問୊はな͘、利ศ性があったͩろう。

有田ઘࢁの陶石߭চでは場所によって、その性࣭にҧ

いがある͜とに言及した。「୯Ґ」というൺֱスέーϧ

のなかった江戸࣌୅には、「つよ」「よわ」などと言って

、び分͚る͜ともあったようである。「よわ」はᬵༀにݺ

「つよ」はϘデΟに使用された͜とから、耐Ր度をその

意ຯにؚΜでいよう。

͜の「つよ」と「よわ」のҧいは、ࠓ後のࣗવ科学分

析にお͚るݕ౼の一つのϙΠントにもなりそうである。

陶石の使い分͚が、いつ、どのようにਐΜできたのか。

つまり、ᶃ陶石として認஌された͜と、と、ᶄ陶石のな

かでのࠩҟを認஌したஈ֊が、同࣌であるのか、それと

も、ᶄの方が஗れるのか。考古学的஌ݟにࣗવ科学分析

などもซͤてࠓ後ݕ౼していきたい。

『有田ொ࢙』には、有田で内ࢁと外ࢁで໌確な੡品の

࣭ࠩをίントローϧした࣌期に、内ࢁと外ࢁ間での陶石

のҠ動が禁止された͜とがࣔされている。たͩし、実ࡍ

には、内ࢁから外ࢁ΁のྲྀ出、౪೉があった͜ともわか

る。

内ࢁと外ࢁの੡品の生地には陶石Ϩϕϧでのࠩҟも૝

ఆՄೳである。しかし一面で、前ड़のように例外的には

内ࢁと外ࢁの間でのݪ材料のҠ動が͜ىりಘる。ࣗવ科

学分析を行いて଻土分析の݁果を用いた࢈地ਪఆをする

点と個ผのղऍを認ࣝしながら行うࢹ的なہには、大ࡍ

ඞ要がある͜との֮͑としよう。

͜͜で、੾り出した೪土߭物のմは、そのサΠζによっ

て、࠶度、෩化（化学ม化）の༷૬にม容をもたらす͜

とも૝ఆはできるのͩが、͜れを૝ఆしてのݕ౼につい

ては、ࡏݱの考古学的な஌ݟではݕ౼しͮら͘（出土例

がݟ出ͤない）、ࣗવ科学分析上も൥ࡶになりす͗るた

め、分析ਫ਼度をؚめてそ͜までは考ྀしがたいのではな

いͩろうか。

ᶅϓϩηεᶙɿ੡౔ʢૉ஍ʣͷௐ੔

有田でのฉきऔりなど人文系の調査ではޠられなが

ら、͜れまでの磁器の଻土分析とその࢈地ਪఆにおいて

は、分析のൣᙝからはݟաごしにしてきた工ఔである。

陶石は、ఱવࣗવのものをऔってきたそのものをす͙

に材料として利用するわ͚ではない。͜͜でさらなる人

ҝをհࡏさͤ、陶磁ݪ料として૬応しいものに調整する。

༼跡΍消費地遺跡の出土陶ยからΈた有田の੡品に

は、1630 ʙ 1650 年୅前൒、1650 年୅後൒、1660 年୅

Ҏ߱など、それͧれの࣌୅に、器छ、法ྔ、文༷デβΠ

ンをؚめた意匠など、ଟ༷である。͜のछྨの๛෋さに

は、੡土のஈ֊でૉ地のίントローϧがないと実ݱし͑

ないものもؚまれる。ಛに、1640 ʙ 1650 年୅൒͹にか

͚て、磁器化さͤるҎ上に、ૂったと͜ろのૉ地を֫ಘ

する技術のֵ৽がなされたと考͑る。つまり、੡品の׬

成Πϝージに応͡た଻土の使い分͚があると考͑られ、

੡土は͜͜に関܎する。

੡土の工ఔは、有田ઘࢁにもۙい、有田の༼মき（工

๪）で行われた。ۙ年、陶磁器のম成遺構である༼跡Ҏ

外にも、工๪跡の発掘調査が行われ、੡土の工ఔについ

てもৄࡉが໌らかにされている。有田ொ教育委員会では、

ฏ成 25 ʙ 27 年にか͚て、ઘࢁ一ஸ目遺跡、中୬一ஸ目

遺跡の発掘調査を行い、ෳ਺の༼মき工๪跡のΤリΞか

ら、ਫ਼土の工ఔをࣔす、遺構΍遺物が確認している（有

田ொ教育委員会 2016）（18）。

චऀは、৽໔ࡀ༃、二宮修治らと、有田ொ教育委員会

から、ਫ਼土に関わるサンプϧの提供をड͚、͜れらの分

析・ղ析・理ղをਐめている。各サンプϧについては、

同教委のଜ上৳೭ࢯから、出土遺構のࡉ࢔とղऍをうか

がっている。その上で、৽໔ࡀ༃ࢯが、個ผのサンプϧ

にରして、༧ݟをೖれͣにࣗવ科学的ख法にのっとり理

化学的な分析をਐめている（19）。݁果΍ධՁについては、

。後、報告していきたいࠓ

さて、͜の੡土の工ఔᶙのうちにも、< ᾞ 01> 採掘し

た陶石のબผ、< ᾞ 02> คࡅ、< ᾞ 03> 水ඊ、< ᾞ 04> >、૩ס ᾞ

05> ૉ地調整、< ᾞ 06> Ͷかͤ、の作業を૝ఆՄೳである。

そして、各作業において、そのաఔと݁果から、ݪ材料

の形ঢ়΍物性に物理・化学ม化が生͡る͜ととなる。

ᶙ �< ᾞ �> ۷ͨ͠ಃੴͷબผɿ前ड़のように、採掘し࠾

た陶石は、「つよ」΍「よわ」などとして೺Ѳされるような、

೑؟΍ײ৮Ϩϕϧで൑断・બผできる性࣭のҧいによっ

て分ྨされた上で、次の工ఔにҠされたと૝ఆする。

ᶙ �< ᾞ �> คࡅʢ౜ӓɾ౿Έӓʣɿ採掘された陶石を、
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、ൺֱ的大きな石ӳと͘ߗ、作業である。陶石には͘ࡅ

ೈらか͘ඍࡉなཻ子である೪土がؚまれており、͜れを

ׂる作業である。

か͘なった陶石は、ཻ子の表面ੵが大き͘ࡉ、かれࡅ

なり、より化学ม化をड͚΍すいঢ়ଶになる。大きなཻ

子の間に小さなཻ子がೖる͜とで、ম成のࡍにΏがΈの

গない良࣭な土となる。また、ཻ子ܘをあるఔ度までは

ଗ͑る͜とができる（͜の工ఔでは׬ᘳをٻめると͜ろ

までは೉しい）。

もちろΜ、江戸࣌୅は、คࡅ作業をする目的において、

化学ม化は意ࣝの外にあったはͣである。当࣌は、あ͘

までもݧܦ的に、「成形し΍す͘・মいてもׂれないよ

うな土」が意ࣝされたとਪଌする。ݱ୅༼業においてス

タンパーを使って行っている作業と、工ఔは一கするも

のの、目的は同一ࢹできない。ۙݱ୅の࢈業技術と、前

ۙ୅の࢈業技術（఻౷技術）をൺֱするࡍ、ռめる΂き

点である。各作業が基本的にख作業でなされた࣌୅を、

っている、規格性΍品࣭管理水४でଌ࣋୅工業੡品のݱ

る͜ともޡりである。݁果ධՁと当࣌の൴らのૂいにつ

いては、いったΜڑ཭をஔいて考͑る͜ともඞ要である

（物理化学的なධՁとのෆ整合もありಘる）。

さて、有田では、คࡅ作業は、「౜ӓ」あるいは「౿

Έӓ」を使って行った。「౜ӓ」とは、઒の水を動ྗと

してۦ動する໦੡の૷ஔである。一方に٩を、もう一方

に水૧をもたͤた໦材で、水૧側に水がたまると܏いて

٩が上がり、それによって水がは͚ると٩がԼがるҝ、

٩がӓにೖれた陶石を͘ࡅ用を果たす。ྲྀ水のあるݶり

はۦ動できる。ׯ͹つによるׇ水でՔಇͤͣ、༼মきの

԰ෑ内に設ஔされていた౿Έӓで作業が行われた͜とが

あると、ଜ上৳೭ࢯによって঺հされている（18）。

౜ӓは、江戸࣌୅（藩政期）には、༼মきのΈが保有

できた施設である。 ༼মきの԰ෑ内には「౿Έӓ」が

設ஔされていた。͜れをཪ付͚るかのように、中୬一ஸ

目遺跡では༼মきの工๪跡から、౿Έӓのӓ跡らしき遺

構が確認されている。

౜ӓと౿Έӓが、それͧれいつからଘࡏするのか、に

ついては、中୬一ஸ目遺跡で、ᬵༀ用とࢥしき陶石が౿

Έӓで確認される͜とから、17 世紀後൒ʙ 18 世紀前൒

。を૝ఆできる（18）ࡏは確実なଘࠒ

গな͘とも 17 世紀൒͹、౿Έӓによる陶石のคࡅが

行われ、採掘した陶石を「͘͜ࡅとによって、ݪ材料を

使い΍すいサΠζに調整する」作業がは͡まっている。

ᶙ �< ᾞ �> ਫඊʢΦϩʣɿઌのคࡅ作業では、あるఔ度

までࡅいたとして、良いૉ地を作ろうとするなら、その

ཻ子をٻめるサΠζにଗ͑る͜とはෆՄೳである。͜れ

を実ݱするは、水ඊである。

水ඊでは、「Φロ」という໦੡の水૧とඉを組Έ合わ

ͤた૷ஔを使う。ࡅいた೪土߭物を水にೖれてࠞͥると、

ൺॏによってཻ子を分͚る͜とができる。水૧とඉと水

ҐのҐஔ関܎の調整により、͜れを੍ޚする。

ൺॏબ߭のݪ理では、ྲྀ水によるものと、௜఼による

ものがある。例͑͹、࠭ۚऔりにおいて、࿸ֻ͚（࿸に

࠭ۚのೖった水をೖれてճす）、水ඊ、Գྲྀし、あるいは、

。理であるݪమをとるΧンφྲྀしなども、ൺॏબ߭の࠭ࢁ

ઓ国期ʙ江戸࣌୅には、各大໊・ນ෎により、߭ࢁ開発

がਐΜでおり（小規໛な߭ࢁ開発についてもۙ年ࢦఠが

ある）、߭ࢁ技術もまた、૬ޓにӨڹしたՄೳ性がある。

付ۙでは、໌治期のۚۜࢁが೾ݟࠤに所ࡏするが、ࠤ賀

藩と߭ࢁ（ಛに、ۚۜಔなど）の関܎は、後ड़するࠓ後

のචऀの՝୊としてお͘。

水ඊのための「Φロ」は、ઌにड़΂た中୬一ஸ目遺跡

において、確認されている（18）。

৽໔ࡀ༃は、< ᾞ -2> คࡅと < ᾞ -3> 水ඊの作業において、

ཻ子サΠζの調整と同࣌にお͜る化学ม化について、ࣗ

વ科学分析を試Έている（19）。ࡏݱの所ݟでは、陶石が

คࡅと水ඊにより、次第にཻ子サΠζを整͑られ、より

ਫ਼બされた方޲に޲かう͜とがࢦఠできそうである。

水ඊでは、మ分の除ڈも大੾である。

మ分が࢒ると、ম成࣌に黒いൗ点ができてしまう。ൗ

点のないനૉ地をಘるには、もともとమ分のগないもの

を使用するか、あるいは、ؚまれるమ分を除ڈするඞ要

がある。ݱ୅は電ؾで磁ྗをお͜し、మをҾき付͚て除

。期の技術はどうか࣌するなど行うが（20）、͜のڈ

୤మは、磁器生࢈にお͚るനૉ地の確保にとって、ඇ

ৗにॏ要である。水ඊでは、ൺॏのॏいమも一ॹに௜఼

するため、୤మは水ඊを܁りฦͤ͹Մೳである。

ං前磁器の଻土に、ં࣌、మに༝དྷする黒いཻঢ়のൗ

点をݟる͜とがある。しかしながら、例͑͹、盛期ುౡ、

柿ӈӴ໳、などでは΄とΜど׬શに͜れらをίントロー

ϧԼにஔいて、׬ᘳなനૉ地を実ݱしている。整͑られ

たૉ地は、ম成࣌の化学ม化も一ఆにした͜とであろう。

͜れも、1640 ʙ 1650 年୅にか͚て、大き͘ਐలのあっ

た技術ではなかったか。古۝୩༷式のന磁ૉ地΍、છ付

ซ用の色絵ૉ地から、あるいは陶ย資料΍఻世品からそ

のように理ղできる。後ड़するがೇ໦୩༼跡なども޷例

である。

一ஸ目遺跡、੺絵ࢁล田遺跡、中୬一ஸ目遺跡・ઘࢁ

ொ遺跡・޾ฏ遺跡を除͚͹、発掘調査・発ݟ例がগない

͜うした有田の工๪跡の事例の஝ੵにも、ࠓ後とも一૚

期଴したい。水ඊで使用される໦材などでは、いͣれ年
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ྠ年୅法も試したいものである。

ᶙ �< ᾞ �> ཻ、૩ɿ水ඊしס 子サΠζをଗ͑た೪土は、「Φ

ロ」の௜఼૚からऔり出されて、ס૩さͤる。͜のஈ֊

も、༼মきの԰ෑ内で行われたと考͑られる。

ᶙ �< ᾞ �> ૉ஍ௐ੔ɿס૩さͤたૉ地もまた、そのまま

使用するのではな͘、੡品に応͡て、ผの材料も添加し

て調整された͜とも考͑られる。͜͜では、< ᾞ -2> คࡅ

のஈ֊で合わͤて͘ࡅ、あるいは、͜の < ᾞ -5> のஈ֊

にผの材料をࠞͥるなども考͑られる。

たͩし、有田で 1630 年୅より用いたઘࢁ陶石、ある

いは、そののち用いられたఱ૲陶石、͜れら 2 つとも、

୯ຯでも磁器ݪ料となる良࣭な陶石である。͜れにରし

て、有田がそのख本としてきた中国のܠಙ௟磁器は、͜

͜を๚れたએ教ࢣのμントϧίーϧの記録によって、17

世紀後༿ࠒの中国ܠಙ௟の磁器ݪ料の͜とが記されてお

り、͜͜にはݪ料を合わͤた͜とがࣔされている（21）。

୯ຯで使用できる本དྷ的な࣭の良さを考͑ると、੨磁、

છ付ૉ地、ന磁、色絵ૉ地などのその後の加০のҧい、

あるいは、内ࢁと外ࢁなどの੡品の࣭ࠩ、また、柿ӈӴ

໳΍ುౡなどのಛにਫ਼બされる品、など、੡品のҧいに

応͡て、例͑͹、もとの೪土߭物のਫ਼બ、คࡅによるཻ

子サΠζの調整΍、その後の水ඊのճ਺などで、ҧいが

ίントローϧされたՄೳ性を૝ఆできる。

ᶙ �< ᾞ �> Ͷ͔ͤɿ土は、Ͷかͤる͜とで、ඍ生物等の

作用で、さらに化学ม化がਐΉと考͑られる。

さて、͜れにて磁器ݪ料としていったΜ׬成する。͜

のঢ়ଶで、༼মきのもとにஔかれたと考͑られる。

ᶆϓϩηεᶚɿ੒ܗ

成形は、大き͘ロクロ成形とܕଧち成形の 2 छに分͚

る͜とができる。

ᶚ �< ̖ > ϩΫϩɿロクロの技術は、大߁ڮ二によると

ං前陶磁編年のⅠ期からの技術である（大ڮ 1989）（22）。

中୬一ஸ目遺跡では、͜のロクロの࣠を͑ࢧる「クϧ

ϚπϘ」が確認されている（18）。

ං前磁器では、ऽロクロを使用しているが、ܠಙ௟磁

器ではखճしロクロなども使われており、ロクロに関し

ては、ཥேの技術がಋೖされてҎ߱、ං前磁器のॳ期か

ら、独ࣗに発లしてきた技術ではないか。

ᶚ �< ̗ > ଧͪɿܕ

磁器がম成されるஈ֊（大߁ڮ二のං前陶磁編年ɿⅡ

-1 期）になると、ロクロとܕଧちをซ用した੡品がΈ

られるようになる（۝भۙ世陶磁学会 2000、106QQ 図

版ᶺ 4 ݪϊ޲ 1 号物ݪ 8 ૚、ᶺ 6 ఱਆ৿༼（Ⅱ -1 期の

1610 ʙ 1630 年୅でもૣい、1610 ʙ 1620 年୅）（23）。

͜のロクロとܕଧち成形のซ用は、つͮ͘Ⅱ -2 期、

༼場の整理౷合が行われた௚後の 1640 年୅のࡼにݦஶ

にΈられる。さらに、͜のⅡ -2 期の຤には、͜の 1640

年୅を中心に 1630 年୅から 1650 年୅൒͹までにਐ行し

てい͘、ߴ୆ܦの広がりを技術的にิॿした「ϋリ͑ࢧ

技法」が開発されている。ロクロܕଧち成形とߴ୆ܦの

広がり、ϋリ͑ࢧ技法は、中国のܠಙ௟磁器の意匠的な

Өڹである。また、1650 年୅には、ܕଧち成形のࡼの

࣌工の੡品は͜のࡉ੾ࢳ、しݱ੾する技法が出ࢳ୆をߴ

期、ඇৗにྲྀ行している。

陶器のম成ஈ֊にはない成形方法であるが、͜の形が

められたのは、1620ٻ ʙ 1640 年୅ࠒのਸఓ期のܠಙ௟

磁器ࡼに͜のようなܕを用いたもの（٠Ֆ、ྠՖ΄か、

஛ܕなど）がଟいため、そのӨڹと考͑る。

͜うしてΈると、1620 ʙ 1640 年୅のਸఓ期のܠಙ௟

磁器の意匠的なӨڹはすでに磁器のম成に成ޭしたⅡ -1

期よりは͡まっており、͜れが技術的なཪ付͚をもって

ୡ成されたのが、1640 ʙ 1650 年୅൒͹にか͚てである。

期を৅௃する。しかし࣌ଧちをซ用する技術は、͜のܕ

ながら、ロクロの技術については、それまでにୡ成した

技術のԆ௕ઢ上にあるものと考͑られる。成形には、͜

のࠒの఻౷と、৽規の意匠のӨڹをड͚た৽技術、とい

う二つの૬をΈる͜とができるͩろう。

ロクロ技術には当࣌の఻౷的な部分もଘࡏしたと考͑

る理༝は、͜のઌにࢸっても、有田では中国磁器の఻౷

的な技術である、ᆵの಑ମ部での઀合はං前では基本的

に行われていないためである。ロクロ技術には、陶器か

ら࿈໖とଓ͘技のܧঝ・発లがある。͜の͜とは、खわ

͟の問୊のΈでな͘、土ͮ͘りとその土のಛ性にґڌす

る技、という؍点でとら͑たい。目ࢦす意匠デβΠンが

中国磁器にあるといっても、その۩ݱ化にあたっては、

དྷ技術とそれを生Ή材料の੍໿（ඞͣしもϚΠφスのࡏ

意ຯではない）をड͚た。

͜͜で、1640 年୅後൒から 1650 年୅൒͹の技術的ୡ

成について考͑てお͜う。

・ 土ͮ͘りɿࢁล田༼跡、工๪跡、௕٢୩༼跡、ೇ໦୩

༼跡、などからΈると、നૉ地をつ͘る୤మ（水ඊ）

技術あるいは土のબ୒（は͡めからനい）は、1640 ʙ

1650 年୅൒͹にか͚て成ޭしていると考͑られる。

・ そのനૉ地を用いて、中国磁器の意匠的Өڹのೱい੡

品を生Έ出していったのであろう。

・ たͩし、1640 ʙ 1650 年୅後൒までのං前のॳ期色絵

੡品においては、ૉ地の୤మに関しては、ඞͣしも׬

ᘳさはඞਢではなかった、あるいは、その技術がෆ׬

શであったՄೳ性がある。古۝୩༷式の੡品の中にも、
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మ分がの͜るようなૉ地がΈられる。͜れが、1650 年

୅後൒の、南京੺絵を目ࢦしたと考͑られるೇ໦୩੡

品あたりからは、次第に、ڃߴ磁器のඞ要要݅になっ

ていき、柿ӈӴ໳に୅表される南઒ݪ੡品΍、ುౡな

どのஈ֊にೖると、നૉ地の美しさがඞਢである。

・ 成形後、࢓上͛として、「ϛζブキ」により、ᆍをとっ

て器の表面をฏ׈にする͜とが、ݱ୅の఻౷工ܳで行

われている。͜の器面のฏ׈化は、͜のઌの絵付͚に

よる発色のためにॏ要である（24）。છ付あるいは色絵

の発色とೱΈのೱ୶のίントローϧも、͜のฏ׈なૉ

地あって͜そではないか。

また、͜の工ఔは、ૉমき΄かম成࣌の化学ม化にも

ӨڹするՄೳ性はߴい。

ᶇϓϩηεᶛɿૉম͖

ૉমきは、磁器ম成のための技術である。例外として、

ҏສཬ市教育委員会のધҪ޲༸ࢯによると、ҏສཬ市で

調査されたං前陶器（౜௡ম）の༼跡の中で、כϊ୩（か

΍Μたに）༼跡のළにはૉমきを確認できる、という。

ૉমきは、1650 ൒͹ࠒには確認でき、1670 ʙ 1680 年

୅ではඪ४的な技術になっているものと૝ఆされる。

༽ล田༼跡について報告したଜ上৳೭は、ૉমきࢁ

の技術について、次のようにड़΂ている（25）（ଜ上৳೭

2017、ҎԼか͗かっ͜内Ҿ用。）。

「ۙ୅の例では、ொ内に࢒っていた੺絵༼をҠஙした

有田ொྺ࢙ຽଏ資料館の੺絵༼（FJH.3-10）の場合、ఱ

Ҫのないԁ౵形の本ମで、側面の一方にಥき出た形ঢ়の

ขきޱが付設される構଄になっており、『陶磁器આᅷ』

にඳかれるૉমき༼（FJH.3-11）にྨࣅしている。また、

中世Ҏ前より๺۝भから関੢付ۙに分෍するԎ管形の土

器༼とも構଄のྨࣅが認められる。」

「有田の上絵付͚技法は中国からの技術のಋೖにより

開࢝されるが、実ࡍには、日本の఻౷的な技術も応用さ

れていた͜とが分かる。」

͜のように、੺絵༼と人形༼等のࡏདྷ技術には一ఆの

関࿈が༧૝される。௿Լ度でম成งғؾをίントローϧ

して色を発色さͤる技術としては、人形の࠼色技術 は、

しても良いかもしれなࢹの技術の༝དྷとともに、ॏ要ܕ

い。京মとの関܎についてもڵຯある点である。

චऀと৽໔ࡀ༃、二宮修治は、有田ொ教育委員会から

ૉমきยの提供をड͚、͜れらについても、調査をਐめ

ている్上であり、ࠓ後、本プロジェクト等で、分析݁

果の報告を行って行͘༧ఆである。

ম成に伴っては、一方で、୸মきの技術΍、໦材の生

育環境・生࢈などもॏ要であるものの、චऀはまͩそれ

をޠるྗྔにない。͜͜では要ૉの確認にとどめたい。

ᶈϓϩηεᶜɿછ෇

器形の成形とછ付΍色絵などの意匠デβΠンは、人ҝ

が࠷も発ݱされると͜ろである。デβΠンと意ࢥの関܎

は、ೄ文土器などの土器研究においても、し͹し͹೪土

のՄٯ性とデβΠンなどの؍点で言及されてきた。

プロηスᶙɿ੡土、ᶚɿ成形、ᶛɿૉমき、ᶜɿછ付、

さらに、ᶝɿ上絵付、は、一࿈のྲྀれとして関࿈しなが

ら、一つの੡品の上に݁ؼする。͜れらは個ผの作業で

あるようにΈ͑て、それͧれのしごとのਫ਼度とޓいの関

ӈする。͜れらのਫ਼度を上͛るためにࠨが੡品の࣭を܎

は、後にγスςϜ化される分業・ઐ໳化はඇৗにޮ཰的

である。

　චऀは、14 ୅ࠓӈӴ໳から、分業について、それͧ

れのਫ਼度を上͛る意ຯ΍、ޓいの関܎・࿈ܞ、分節化さ

れた作業の中でのおޓいのଘࡏにରする૝૾ྗのॏ要性

などについて、お࿩をうかがった。ख工業にお͚る生࢈

活動には、ݱ୅࢈業にお͚る分業にରしても、ඇৗに良

い࠲ࢹをಘる͜とができそうである。

ಛに、ڃߴ品の੍作において、物࣭的にも、人的にも

͜れらの関܎と࿈ܞはෆՄܽである。それは、すでに、

採掘後の陶石のબผからྲྀれはは͡まっているが、ಛに

ॏ要なのが、ૉ地の࢓上がりと色材の発色・ೱ୶の関܎

である。そして、そ͜には意匠デβΠンというద੾なΰー

ϧの設ఆがは͡めにあるඞ要が出て͘る。

の上になܞऴ的な意匠デβΠンは、材料と技術の࿈࠷

し͑たもので、それは、ݱ୅の作陶Ոたちの作陶活動と

もมわら͵部分もある。ං前磁器の༼場において、材料

の供給΍職人の分業をどうίントローϧしたかは、༼の、

あるいはං前の༼場શମのάϥンυデβΠンもؚめてୡ

成し͑た。中国磁器をϞデϧにஔいたとはい͑、いかに

それを۩ݱするか、意匠デβΠンをܾめたのか、という

問୊は後でࢦఠしたい。͜ ͜までの工ఔは、ֵ ৽的であっ

ても、ध要૚に「͑ݟる」、形、色、デβΠンのӨڹは

΍はり大きい。

次に、ᶜɿછ付のྲྀれをΈてい͜う。

ᶜ �< ᾡ �>ɿછ෇ʢֆ෇͚ʣ

絵付͚は、ઢ書きとೱΈの作業に分͚る͜とができる。

また、છ付ઢをೖれる前に๽でࠎ書きを行う͜ともある。

同͘͡、「๽஄き」技法では、છ付ೱΈのҎ前に๽をؚ

まͤたචでന͘ൈきたい部分のઢをඳ͘。

書ࠎ）୅の఻౷工ܳの職人の技術をΈると、ઢ書きݱ

き）とೱΈで、使用するච、ච΁のإ料（をղいた水）

のؚまͤ方、ඳき方はҟなる。චऀは、14 ୅ࠓӈӴ໳
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、学し、またݟӈӴ໳༼をࠓӈӴ໳༼のごް意でࠓ΍ࢯ

有田মの఻౷工ܳ࢜であるࢯޛ৳࡚ࢁのもとで、実ࡍに

ઢ書き΍ೱΈをମݧした。出土陶ยを考͑る上で参考に

した。

ᶜ �< ᾡ �B> છ෇ʮઢॻ͖ʯ

ುౡの場合、ۅ΍༄のೈらかい「๽」でԼ絵をඳ͘。

Լ絵では、ං前磁器のଗいのࡼの文༷をඳ͘ための「஥

立ちࢴ」の使用が、ࢁ本文子によってཪ付͚られた（26）。

、は、ං前磁器のਫ਼՚である「ࢴ஥立ち」、本によれ͹ࢁ

ುౡমの盛期でなされたੇ分たがわ͵絵ฑのଗいࡼを実

、ఠされࢦ๟႗文との共伴もࣈする技法である。日のݱ

もとは 1650 年୅に有田のຽ༼で生まれた技、としてい

る。1650 年୅に࢈ྔڃߴ品を੍作するのに生まれたも

ので、有田の内ࢁである、ೇ໦୩༼跡あたりから、1660

年୅に南઒ݪ・༼の௰༼跡、௕٢୩༼跡、中ന઒༼跡、

などに広がり、盛期ುౡにもऔりೖれられた。

છ付のઢ書きは、إ料の調合、ઢ書き用のࡉいච、إ

料の༹き方（水か）、͜れらのίントローϧなどの技術

がඞ要である。中国ܠಙ௟磁器のࣸし行われる、ఈཪの

͜、ઢ、文༷、ఈཪ໏はݍ のઢ書きの技術でୡ成される。

さて、「ؙ文」のྠֲઢのઢඳき΍、ԁを使っての文

༷のׂり付͚を行うためには、஛੡でචを使うタΠプの

ίンパスが用いられる。ίンパスࣗମは、『日෤ࣙ書』

（1603 ʙ 1604 ୅使用される஛੡ݱ。にもΈられる（ࠒ

のίンパスも、当ॳより使用されたՄೳ性がある。

ؙ文は、ܠಙ௟磁器の঵ਸ਼文༷でଟ用される。そのӨ

。で1640ʙ1650年୅にはං前の঵ਸ਼ࣸしにؙ文がଟいڹ

ᶜ �< ᾡ �C> છ෇ʮೱΈʯ

છ付ೱΈは、ݱ୅の఻౷工ܳの技術では、ೱΈච（ଠ

いච）に水に༹いたإ料をؚまͤ、器面にあてたචઌに、

͜れを߱ろしてい͘ように行う。චのࠜ本をগしߜるよ

うにしても行っており、ච運びと͜の絵۩を߱ろす作業

のίントローϧによって、ೱ୶をίントローϧする。

છ付ೱΈのೱ୶が҆ఆして͘るのはೇ໦୩༼跡など、

その年୅は 1650 年୅後൒ࠒであろうか。͜のછ付ೱΈ

の҆ఆのためには、材料であるإ料ཻ子のਫ਼੡、ೱΈච

などのಓ۩の発ୡ、إ料と水分の絵۩として使用するࡍ

のࠞ合ൺ཰、ೱΈචのίントローϧなどの技術の発ୡが

എܠとしてඞ要になる。また、その前提として、器面の

な（収۩合ٵ絵۩の）૩۩合סさとߗらかさ΍ඞ要な׈

どもٻめられるͩろう。

છ付によるإ料ཻ子΍ೱΈのೱ୶のίントローϧは、

色絵磁器の開発ॳ期よりもগし஗れるようにࢥわれる。

例͑͹、ೇ໦୩༼跡などで開発されたのではないか。૲

創期ʙॳ期ುౡでは技術のਐలがあったようで、1650

年୅ࠒに一ఆఔ度、南઒ݪ༼などで 1660 年୅ʙ 1670 年

୅には、છ付ೱΈの技術はۃめられ、׬成のҬにୡする、

と考͑られる（27）。

ᶜ �< ᾡ �>ɿࢪᬵ

ං前磁器では、છ付にಁ໌ᬵを使用する。上絵付は、

ಁ໌ᬵをか͚て本মきした上に行われる。ಁ໌ᬵの材料

は、௕石、Πスփ、Ԗなどが考͑られる。 

ᶜ �< ᾡ �>ɿຊম͖ʢম੒ʣ

本মき（ম成）は、༼をஙき・器を٧め・Րを͘΂・

とめ・器をͩすという人ҝと、͜れがもたらすߴԹによ

る化学ม化によってお͜る。

ম成Թ度については、࡚ࢁ一༤が、ࢁล田 2 号༼の陶

ยサンプϧ（論文では :"13）の଻土について、߭物成

分の 9 ઢճં法による調査݁果として、଻土のݪ料と

して;͘まれていた石ӳの΄かに、加೤によってϜϥΠ

ト（NVMMJUF 3"M2O3）が生成し、石ӳの一部がクリスト

όϥΠトにม化した͜とで、ম成Թ度を 1100 ʙ 1200ˆ

とした（28）。

ম成Թ度は、磁器化に伴うॏ要な問୊である。ං前磁

器創࢝期の༼の技術の発లについては、ଜ上৳೭による

ࠨがある（29）。ଜ上のࣔした磁器と陶器のซমのূ౼ݕ

（小ߔ༼跡出土のᆵで、磁器のޱに陶器の಑部が一ମに

なった陶ย資料）をΈても、磁器と陶器のซম期に、陶

器の方でも磁器ݪ料であれ͹磁器化するఔ度でのম成Թ

度にୡしている͜とが૝ఆՄೳである。さてそ͜で、౜

௡系諸༼を分析したࠤ、 賀大学の資料を確認してΈると、

、によって、陶器の中にも࡯؍ڸඍݦ光ᶠઢ分析とภ光ܬ

一部、ϜϥΠト΍クリストόϥΠトを確認できるものが

ある͜とがわかる（30）。

創࢝期の磁器化については、ম成Թ度はൺֱ的௿い

1100 ʙ 1200ˆでもୡ成していたՄೳ性がある。ちなΈ

に、͜͜でݕ౼したい࣌期よりԼるとࢥわれるが、試

ΈにՈӬࡾܟによる、ುౡ藩༼のトンόΠの耐Ր度の

分析஋をҾ用してΈると、その஋は、1610ˆ、1630ˆ、

1650ˆであった（31）。༼の構ங材よりもߴいԹ度ではম

成ෆՄೳと考͑るので、ࠓ後、଻土΍トンόΠなどに関

するম成Թ度のݕ౼するࡍに、本মきম成のԹ度ଳにお

͚るώントになる਺ࣈであろう。

なお、本মきম成に関࿈し、༼構଄は、࠷ॳ期のׂ஛

式から࿈๪式となって、規໛の大小があるものの、චऀ

のݕ౼するං前磁器の技術ֵ৽のৄࡉとはそれ΄ど࿈動

しないと考͑られている（29）。どちらかと言͑͹、ڃߴ

品の生࢈においては、ઘࢁ陶石を用いながら中国෩の器

形を実ͤݱしめたϋϚの使用、჏ുの使用などの༼٧め

技法の改良によると͜ろが大きい。͜れらは、1650 年
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୅においてはなされていた、というよりも、中国෩の磁

器をম͘技術ମ系を׬成さͤるաఔにおいて、出ݱして

きたとΈてよいͩろう。

陶器と磁器のซমについては、陶器のম成Թ度のల開

もॏ要なと͜ろと考͑る。ࠓ後、陶器の側においても、

ম成Թ度に関する৘報を集ੵさͤていきたい。

ᶜ �< ᾡ �>ɿ׬੒ʢম੒ޙͷબ୒ʣ

ম成は、電ؾ࿍΍Ψス༼のない前ۙ୅には、׬શなί

ントローϧԼにはない。Թ度ܭもな͘、Րの色をۃݟめ

行われた作業である。そ͜には、意͚ͩࢥでな͘、ۮવ

による݁果もଘࡏする。そ͜で、各༼では࢓上がりをΈ

て、ྲྀ通（༼場の外に出す）੡品のऔࣺબ୒を行うが、

͜のબ୒は、༼のҐஔ͚ͮ΍࠷ॳにܾめた意匠デβΠン

が関܎する。

二宮修治・৽໔ࡀ༃らが、行ってきたං前磁器に関す

る଻土分析は、છ付੡品では͜のᶈまで、上絵付੡品で

はさらにᶉまでのと͜ろをܦた݁果の଻土をධՁしたも

のである。͜れまで、かなり整合的に各༼の࢈地のもの

がクϥスターを形成しており、意匠デβΠンの意図と੍

作技術によるίントローϧの݁果、それͧれにࠩҟが生

Έ出されたと考͑られる。また、͜͜にୡするまでのと

͜ろを、前ड़のとおり、作業の࣌間࣠にམとしࠐΉ͜と

を目的に、৽໔ࡀ༃を中心に分析をਐめている。

ᶉϓϩηεᶝɿ্ֆ෇

上絵付の研究においては、大߁ڮ二΍ଜ上৳೭らが、

༼跡調査で出土した資料に基ͮいて、਺ଟ͘のࣔࠦに෋

Ή発৴を行っている（27）（29）。

大߁ڮ二の「確ূはないが、おそら͘は中国の技術を

ಋೖした色絵はૉ地までも中国的なのものがઌ出であ

り、その色絵の技術͚ͩがٸ଎に有田ࢁࡼ内に広まり、

ロクロ成形のように௕いशख़のඞ要なものは、୹期間に

広まらͣに、ैདྷからの技術で作られたૉ地に৽し͘श

い֮͑た上絵付を施してমいたものとΈられる。しかし

ॳ期には、੺絵༼でのԹ度の調節をशख़していないため

に、মきす͗るなどして、色調のόϥつきも生͡る͜と

がし͹ら͘ଓいたとਪଌされる。」との言及はਖ਼ࠆをಘ

るものである（27）。إ料については、後ड़する。

ᶝ �< ᾢ �> ֆ෇͚ B� ্ֆɾʮઢॻ͖ʯ

上絵には、ന磁ૉ地に行うものと、છ付ૉ地に行うも

のがある。છ付੡品に上絵を行うࡍにも、は͡めから上

絵付を行う͜とを૝ఆし、上絵をඳ͘༨നを࢒す場合と、

上絵の૝ఆされていない器面に上絵を行う場合がある。

͜の上絵においては、ྠ ֲઢをҾ͘、ઢ書き（ࠎඳき）

を行っておき、͜のઢをもとにృりを行う（ೱΉ）場合

と、ઢ書き（ࠎ書き）なしで、そのままのච運びでඳ͘

かೱΉなどの場合があるが、͜ ͜ではઢ書きをઆ໌する。

ྠֲઢには、છ付、੺絵、黒色絵۩などが使用される。

黒色は、古۝୩༷式でפ色系の絵۩をซ用する੡品に

使用されるなど、੡品のスタΠϧに応͡て使い分͚があ

る。͜の͜とは、ઢ書きもؚめ、しっかりとޮ果をࢉܭ

してඳいていた͜とをࣔすͩろう。

੺絵で行うࡍに、上絵のઢ書きの੺色إ料を「ඳき੺」

とݺͿ。上絵のઢ書きの੺と、ೱΈ（ՖೱΈ）の੺では、

材のࠞͥ方、水分のؚまͤ方などކ、料の調整・調合إ

がҟなる。ڃߴ磁器の場合がそうである。إ料について

は、後ड़する。

ᶝ �< ᾢ �> ֆ෇͚ C� ্ֆɾ੺ʮೱΈʯʮՖೱΈʯ

఻౷工ܳの技術では、ೱΈを行うには、ೱΈචを用い

る。ೱΈචにإ料を᡼水で༹いたものをؚまͤてೱΉ。

͜のとき、੺色の絵۩には、ඞ要な৚݅が 3 つある。

1 点目は、その色である。2 点目は、器面で広がる͜と

である。3 点目は、器面にݻணする͜とである。ٻめる

色調の੺色が出ͤ、絵ฑとしてΠϝージしたとおりの形

にృる（広͛る）͜とができ、絵付͚࣌にそれをキープ

し、ম成࣌にྲྀれないなど、い͘つかのໃ६した৚݅を

クリΞするඞ要がある。

器面に上絵をඳ͘には、	 Ξ 
 ղ᡼性（ݻମである絵

۩がίロΠυ分ࢄ、つまり、1NN ʙ਺ඦ㎚のίロΠυ

ཻ子が༹ӷ中に分ࢄ）がॏ要である。それと同࣌に、（Π）

͜のঢ়ଶで一ఆఔ度の࣌間とどまるݻண性も備͑、（΢）

ম成によってΨϥス表面でম݁される͜ともՄೳでな͚

れ͹ならない。͜のうち、（Π）がྲྀしֻ͚などྲྀれて

も良いデβΠンとのҧい、（΢）がম成プロηスをܦる

陶磁器の上絵と絵ըのҧい、をࣔす。そして、࠷ॳの（Ξ）

の性࣭が、絵付͚࣌の絵ը的な׬成度に関࿈する。

͜の͜とに関࿈して、චऀは、ඉޱஐ׮、二宮修治、

৽໔ࡀ༃とともに、上絵の技術にお͚るކ材（᡼΍;の

り）の໾ׂとӨڹについての科研費研究をผに行ってい

るので参照されたい（32）。

੺絵によるઢ書き（ࠎ書き）は、ං前の色絵で঵ਸ਼ख

の੡品に、͘ࡉちີにඳいたものがあり、͜のࡉいઢ書

きを行͑るϨϕϧには、1657 年までにୡしている。そ

して、঵ਸ਼खは、ؠ୩઒内のԐ઒などで開発されたՄೳ

性がߴいと考͑られている。੺絵で「ೱΉ」技術は、当

ॳはあまり使われていない印৅である。ॳ期ುౡあたり

まで、その࣌期はԼるかもしれない。੺絵のإ料ೖख΍

ղ᡼性などの問୊によるかもしれない。

ᶝ �< ᾢ �B>� ্ֆʮ۩ೱΈʯ

　	 ୶྘ɺೱ྘ɺԫ྘ɺԫɺԫ౔ɺ੨ɺࢵ 
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ං前では、఻౷的に、੺絵の「ՖೱΈ」にରし、「۩ೱΈ」

とݺΜでいる。

఻౷工ܳの技術では、ං前の੺絵は、إ料を᡼などの

、ணさͤる。੺Ҏ外の色（୶྘、ೱ྘、ԫ྘、ԫݻ材でކ

ԫ土、੨、ࢵ）のإ料は、คにしたΨϥスであるϑリッ

ト成分（有田では「౜石」とݺͿ）をࠞͥて使用する。

Ψϥスが器面にఆணさͤる໾ׂを果たすのである。

各إ料と意匠の関܎について、後ड़したい。

ᶝ �< ᾢ �C>� �৭ࠇ

黒色はઢ書きにも使用され、ҎԼの۩ೱΈの、྘、ԫ、

੨、ࢵなどのפ色系のإ料とซ用された。ࠞ色のՄೳ性

があるが、͜のあたりは、ࠓ後、ࣗવ科学分析により確

認していきたい。

ᶝ �< ᾢ �D>� ্ֆ 	 ࠼ɾۜ࠼ۚ 


上絵のうち、ۚ࠼ۜ、࠼は、྘・ԫ・੨・ࢵに、஗れ

て࢝まる。その࣌期は 1658 年にۙいとされている（27）。

ೇ໦୩༼跡では、ྤཨᬵの上に、ۚ࠼を施す意匠がΈら

れる。ॳ出のࠒの「ۋख෋ࢁ࢜のു・ちΐ͘」にۙい内

容は、ೇ໦୩༼跡の੡品に、෋ࢁ࢜を৅ったม形ࡼがあ

る。上絵とۚ࠼をซ用する੡品は、「ۋख」とも称される。

なお、「ۋख」には色絵の意ຯもあり、上絵付༼は「ۋ

༼」とも称されるので、஫意がඞ要である。

3 ୅ক܉Ո光がۋख（චऀは、色絵と考͑る。）を޷

Μͩようで、17 世紀中ごろには大໊間でྲྀ行したと考

͑られる。たͩし、છ付にൺ΂ߴՁなため、ଗいのࡼを

ଟ用する大໊の৯器の中で、͜れ͹かりが使われる͜と

はな͘、છ付੡品に୅わってओମを઎めるྔとはならな

い。

は੡品になって、黒ͣΉ（ེ化ۜか）などの問୊࠼ۜ

が生͡るため、色調のมわらない、加০方法としてはあ

まりఆணしなかったՄೳ性がࢦఠされる。また、ۚにつ

いては、ۚの色ຯを出すための方法も工෉（色༲͛）さ

れるため、ڃߴに͑ݟる、ݟӫ͑がする、などの意ຯも

あったかと考͑る。

Լって、18 世紀になると、上絵とۚ࠼の組Έ合わͤ

による「ۚ᧩ख」が、෋༟ொ人もؚめてྲྀ行する。

なお、実ࡍに、ۚଐのۚ΍ۜを使用したかは、個ผ資

料にରするࣗવ科学分析によりたい。

江戸࣌୅は、ۚ色の色ຯの実ݱのために、༷々な工෉

がڽらされており（՟ฎの色༲͛、ਅ᭦などผの材料で

のྨࣅの色ຯなど）、ผの色材が用いられたՄೳ性もあ

るͩろう。ۚଐのۚであれ͹、ૉ材のೖख΍管理などの

面で、文ݙのဲ上に上るՄೳ性もߴい。もし、そうした

文書での管理が目立たないようであれ͹、ผの色材を使

用した͜とも૝ఆする͜とも間ҧいではないͩろう。

ᶝ �< ᾢ �>� ্ֆͷম੒

1640 年୅ʙ 1650 年୅の色絵磁器では、江戸城跡 	 ࣚ

ଟฉݟ 
 ࿌୆石֞地点）などの色絵੡品をΈると、ある

ఔ度の生࢈管理はޮいていたともࢥわれる。一方で、ૉ

地の調整についてはいまͩະ׬のと͜ろがあり、୤మな

どは׬ᘳではないように࡯؍される。また、͜の࣌期に

お͚る出土陶ยが、໌ྐྵ大Րጶࡂ品がଟ͘、͜れによっ

て࣌期をಛఆしているがΏ͑に、それͧれの陶ยの׬成

度については確認しͮらいと͜ろである。ࠓ後生࢈地΍

఻世品をؚめてもうগし٧めていきたい。

௿Լ度で、発色等のデリέートなίントローϧを要す

る上絵付ম成において、੺絵ொにΈられる、ۋ༼のよう

な小規໛な༼が採用された点は、意ຯある͜とに͑ࢥる。

物のܕ、ち、人形はまた࣋が、人形༼にྨする形を༽ۋ

技術を伴う͜とも、ࣔࠦ的である。

ᶝ �< ᾢ �>� ͷબ୒ʣޙ੒ʢম੒׬

上絵付ম成後、׬成した੡品として認められるもの、

生࣌࢈のロスとして、ॲ分されるもの（ないし׬੡品と

しては認められͣ༼ಓ۩等に࠶利用される͜ともある）

に分͚られる。消費地遺跡の出土陶ยは、΄΅、͜のબ

୒の工ఔをܦたものである（ك有な例として、例外はあ

る）。औࣺબ୒のϨϕϧは、ٻめられる੡品の࣭に応͡て、

その規格のݫしさがҟなる。

前ड़のように、Ψス༼΍電ؾ༼のない前ۙ୅の਋΍୸

による༼ขきにおいては、Րྗ΍Թ度は׬શなίント

ローϧԼにはな͘、าཹまりもࡏݱよりはѱかった。༼

出し後、その࢓上がり۩合をΈて、࿪Έ΍ׂれなどの΄

かにも、いわ͹生࢈ロスとしてྲྀ通（༼場の外に出す）

੡品をऔࣺબ୒した。औࣺબ୒（品࣭管理）においては、

੡品の࣭のߴ௿などのは͡めに意図された੡品の࣭が、

ৼり分͚の෯を規ఆしたと考͑られる。ݱ୅の工業੡品

にお͚る、ඇৗにちີな品࣭管理・੍ޚとൺֱすれ͹؇

΍かであっても、਋༼というロスの生͡΍すいম成方法

をとっていても、͜れをඇৗにݫ格に行った੡品と、Ҏ

外にϥϑに江戸遺跡にまでདྷている੡品がある͜とはप

஌のとおりであろう。͜れは࣭のࠩととら͑られる。た

ͩし、一面では、古છ付のように、޷Έとして「஬৯い」

のあるものも௝ॏされ、その一方で、ܠಙ௟磁器のちີ

さがٻめられた。੡品の管理が、࠷もີݫになされたの

が、大઒内ࢁҠ転後のುౡ藩༼である。1640 ʙ 1650 年

୅に行われたڃߴ磁器の生࢈にあたっては、͜うした管

理がなされたはͣである。

͜͜までをまとめると、次のようになる。

・ 1640 ʙ 1650 年୅にか͚て、有田の色絵は、໌確な੡

品の意匠デβΠンのΠϝージのもとで、߭物資ݯの開
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発と採掘、材料のਫ਼੡、調整、成形、ম成、絵付͚、

などの技術をもって成立、1660 年୅Ҏ߱は、༼ごとの

分業γスςϜが成立した。ૉ地は、คࡅ、水ඊ、など

でٻめられる品࣭にର応した。ロクロ技術は、ே઱൒

ౡ༝དྷの఻౷をϕースに、ܕଧち技術をऔりࠐΜͩ。

色絵技術は、中国磁器の੡作技術がऔりࠐΜͩ。༼場

の整理౷合など、༼場શମのάϥンυデβΠンは藩（໾

人）が行った。意匠デβΠンのओಋऀについて、͜͜

でいったΜ保ཹする。

・ ͜ の࣌୅の技術は、ෳ合的な技術ମ系（ߴ度にίント

ローϧされた化学ม化の利用）と、ख࢓事によるご͘

ඍ小なΏら͗とࣗવの織りなす（ۮ発的な化学ม化）

により、ߴ度に׬成されたものである。ܳ術的なՁ஋

もߴい。

・ ૉ地、છ付技術、色絵技術は、୯独の組Έ合わͤでは

な͘ෆ分཭で、ମ系的にΈる΂きである。きめࡉかに

技術、材料、ಓ۩の関܎をݟるඞ要もあるͩろう。

められる意匠とのΪャップを技術΍材料、工෉で埋ٻ ・

めた場合と、技術があるがΏ͑に生まれた意匠、の૒

方があるͩろう。そ͜で次に材料を考͑る͜ととする。

ʢ̎ʣإྉͱᬵༀ
ᶃછ෇৭ࡐʢ੨৭إྉʣ

છ付に使用する੨色إ料としては、ޖਢである。江戸

ਢ（ఱવのίޖίόϧトによらͣ、ఱવޱ୅中は、人࣌

όϧト化合物（ࢎ化物）をؚΉなる߭石）が使われた。

ᶄ৭ֆ۩

表 1 には、色材について文ݙ等にΈられるものを中心

にして、ࡏݱの理ղを一覧にした。

絵۩のछྨとしては、1640 ʙ 1650 年୅前൒ࠒには、

੺の΄かに、ԫ色、ԫ྘色、྘色、ࢵ色、੨色、およ

び黒色が使用された。͜の΄か、͜れらにগし஗れて、

1650 年୅中ࠒには、ೇ໦୩༼においてۚۜ࠼が開発さ

れた（33）。͜うした੡品の意匠デβΠンは、中国磁器の、

ສྐྵ、ఱܒ、ਸఓの各࣌期の੡品のΠϝージによるもの

である。しかも、大໊԰ෑの出土資料΍ࢁล田遺跡にお

͚る中国੡品΍美ೱの੡品の出土から、そのΠϝージは、

งғؾなどというものではな͘実ࡍの੡品からμΠϨク

トに与͑られたものと考͑られる。͜れらの実ݱにあっ

ては、もとのສྐྵˠఱܒˠਸఓという࣌୅ॱよりは、ສ

ྐྵとਸఓが΄とΜど同࣌にผの場所で、そして、ఱܒが

後にୡ成されたと考͑られる。͜れは、材料・技術的࠷

な問୊と関࿈するかもしれない。

ං前磁器にお͚るॳ期の色絵を実ݱした、古۝୩༷式

の੡品のうち、ओとしてפ色系の色（྘、੨、ࢵ、ԫ）

を使用するのは、࠼ޒख（ඦՖखなどؚΉ）΍੨खである。

͜れらは、ສྐྵ੺絵のӨڹをड͚たと考͑られる。͜の

ສྐྵ੺絵系の੡品については、黒ໂ田地区のࢁล田遺跡

などでの੡作が૝ఆされている（34）。

ଓいて、ਸఓ期の古છ付΍঵ਸ਼のӨڹをड͚た、古۝

୩༷式の঵ਸ਼खの੡品が成立する。͜れらには、੺、ԫ

྘、ԫ、などのൺֱ的໌るい色ຯが使用された。͜のう

ち、ԫ྘色の発色は、色絵技術の発ల上ॏ要であろう。

঵ਸ਼からΈられる໌るい྘色に関࿈し、ං前陶器（౜

௡ম）で、1610 ʙ 1650 年୅の間にಔ྘ᬵを用いた二࠼

色౜௡が੡作されている。織部などでもಔ྘ᬵの発色に

成ޭしていたが、有田の技術についてはං前陶器の྘色

とのӨڹ関܎も考ྀするඞ要はないͩろうか。͜の点に

ついても、ࠓ後考͑をਐめたい。南京੺絵をࣸす੡品に

おいて、໌るい色の発色に関わっては、さらなる技術的

ల開があったと考͑られる。

、ӈӴ໳༼で使用されている絵۩と、技法についてはࠓ

がࢯ石࡚ହ೭、ۙ࠷ 14 ୅ࠓઘࠓӈӴ໳ࢯからのฉきऔ

りによって次のようにまとめている（35）。

「੺絵۩

　　有田の色絵磁器は、੺・黒・྘・ԫ・܈・ࢵ੨・ۚ」

などのإ料で上絵付される。なかでも、੺絵۩の調合は

色ುౡの੺絵԰の֩心であり、一子૬఻のൿ法であった。

まͣ、౜石（ϑリット）とݺ͹れるԖΨϥスをᆁᆗにೖ

れて 600 ʙ 700ˆでԾমした後ࡉか͘คࡅし、水をೖれ

たೕുで 8 คとする、͜れを水ඊࡉ間͘らい੆ってඍ࣌

して、上੅Έのඍཻ子を࠷上等の「Ֆුき」、中੅Έの

௜఼物を「੺ුき」、Լに௜Μͩのを「പ」という۩合

に区ผする。͜の工ఔを「たてわ͚」とݺͿ。͜れにロー

ϋ（྘᛼、ེࢎ第一మ）をমいてค຤とした、ローϋϕ

ンΨϥ（ࢎ化第二మ）を加͑て੺絵۩が作られるのであ

る。

ӈӴ໳Ոでは、͜のローϋϕンΨϥを水のுったຟࠓ

にೖれ、上੅Έをࣺてながら໿一年か͚てེࢎ分を除い

たそうͩ。そうして、「Ֆුき」の౜石から࠷上खの੺

絵۩「ՖͩΈ」が、また「੺ුき」の౜石からは「か͹」

とݺ͹れる書き絵۩ができるが、「പ」はಁ໌性のある

ԫ΍྘の「۩ͩΈ」に使われる。」

「一子૬఻としてܧঝした੺絵۩の調合は、いまもࠓ

ӈӴ໳Ոのઌ૆୅々の෹間のあるԞの部԰で行なわれ

る。盛期ುౡの上絵۩の෮ݩは、ۙ୅のࠓӈӴ໳Ոがҝ

した大きなޭ੷で、その͜とに࠷もਚྗしたのが、ઌड़

の通り、大ਖ਼ 5 年からे୅・े 一୅をॿ͚てՈ業にबき、

盛期ುౡを௒͑る΄どの表ྗݱを発شして、ত和 23 年
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（1948）にはे二୅ࠓӈӴ໳をऻ໊したฏฌӴであった。」

（中略）「͜れによって、ত和 47 年度に文化ிの無形文

化財保ଘ事業として「色ುౡ」の記録өը（ࡩөըࣾ）

が੡作された。͜のなかでे二୅はのちにेࡾ୅ࠓӈӴ

໳となる௕உのળ（よし）ত（のり）（༮໊、ᥐ（とら）

ଠ（た））とともに、౜石（ϑリット）のਫ਼੡「たてわ͚」

の技法のө૾化を果たしている。」

ӈӴ໳Ոの色絵۩には、「ϋφμϛ（ՖೱΈ）」の੺ࠓ

と、「άμϛ（۩ೱΈ）」のԫ・྘がある。さらに、「ϋ

φμϛ΢キ」（͜れは、ۙ࠷、ࠜ௡美術館のお஡室の 14

୅ࠓӈӴ໳作品のలࣔ会でも、চの間にలࣔされていた

ものである。）とは、きめࡉかいϑリットのඍคであり、

たて分͚ϑリットである。ト΢ϊπチとはԖである。

౜石΍、྘᛼などは、「たてわ͚」によって、水ඊさ

れたが、͜の技術が、إ料ཻ子΍࣭を整͑る上で、ॏ要

である。ൺॏ΍ྲྀ水によるબ߭がઓ国期から江戸࣌୅に

か͚てどのように発లしたのかも、੺絵إ料の色材研究

にお͚るॏ要なࢹ点である。

ᶄ ��� ৭ֆ۩ʢ੺৭ʣˎమܥ

江戸࣌୅、੺色の色材には、無機إ料と有機إ料の૒

方があるが、মき物で使われたのは無機إ料である。絵

ըの場合、ཉしい色ຯを実ݱするのに、無機إ料に有機

。料を加͑る͜とがあったإ

ං前では、ओとして、ローϋϕンΨϥが使用されたよ

うであるが、その੺の発色には、࣌୅΍スタΠϧにより

ҧいがあり、絵۩の࢈地΍調合法に関࿈すると考͑られ

る。͜のあたりは、ࣗવ科学分析とともに考͑てい͘΂

きと͜ろである。

ං前では、色絵を૯͡て「੺絵」とݺび、有田地区に

は੺絵業ऀの集ॅした੺絵ொがあった。たͩし、੺絵ொ

は、本ߘでओたるݕ౼ର৅とした 17 世紀中༿にはまͩ

ଘࡏしていない。

গし古い資料のҾ用とはなるが、ುౡ藩༼の研究にお

いて色材を研究したՈӬࡾܟによれ͹、੺色の材料とな

るローϋϕンΨϥ、すなわち、「྘᛼とは、໪論、ེࢎ

᭿のҦであるが、͜͜では、それを᎗子࿡、ࣣඦ度にম

いたものをᏐճ೤౬で、ࡽしてから、Ꮠ年೫ेࢸᏐ年水

ચしてಘられる上࣭のࢎ化᭿である。͜の଄り方も、ख़

࿃とख間のֻかる࢓事で、ᗑきա͗ると∍ຯがかつてိ

るし、ᗑき଍りないとᚙ色がዱい上に、าཹまりを௿Լ

する。水ચがे分でないと、ེࢎ᭿がᓫつてډて、色々

のࢧোをိたすものである。」としている（31）。

ۙ年の৽໔ࡀ༃・二宮修治による、「দϲ୩ख」の色

絵の色材の分析調査から（36）、面നい内容がわかる。ು

ౡ藩༼の੺色も、「দϲ୩ख」の੺色も、ఄ色ࡎとして

はローϋϕンΨϥになる͜とが༧૝されるものの、調合

のࡍに、前ऀにおいては౜石の使用が༧ଌされ、後ऀの

分析஋からはԖをؚΉ౜石の使用が༧૝しͮらいとい

う。͜れらが、࣌୅มભをࣔすՄೳ性もある。

੺色が、మ系のఄ色ࡎ、۩ମ的には、྘᛼（ローϋ）

をᖿমしたローϋϕンΨϥ（第二ࢎ化మ < )FNBUJUF >、

Ћమ（FF2O3））であるՄೳ性が૝ఆできる。また、๺໺

৴඙によるϕンΨϥృ料の研究にお͚るローϋの加೤ম

成実ݧによって、྘᛼（ローϋ）<MFMBOUFSJUF>（FF4O4・

7)2O）が、ローϋϕンΨϥ（ࢎ化第二మ < )FNBUJUF >、

Ћమ（FF2O3））となり、さらにߴԹになったときに黒色

をఄするࡾ࢛第二మ <MBHOFUJUF>（FF3O4）にม化する͜

とが確認されている（37）。͜の点、上記のՈӬのࢦఠを

では、加೤によってݧしよう。なお、͜のときの実ڧิ

ེԫ成分΍水分がৠ発し、さらに、మ分のࢎ化作用でٿ

ঢ়のཻ子（੺色）が形成されるという。そしてさらに、

黒色化においてはؐݩ作用が͜ىっているという͜とで

ある。

྘᛼（ローϋ）のೖखઌとしては、ࡏݱ、す͙にࢥい

ුかͿਧ԰でも、18 世紀ॳ಄ࠒの生࢈ମ੍の整備であ

る。චऀは、ਧ԰ϕンΨϥの使用は੢江Ոのలࣔ品の色

調から、江戸後期から໌治期にԼるのではないかとਪଌ

する。14 ୅ࠓӈӴ໳ࢯも、໌治期と考͑ているようで

ある。

それよりҎ前にଘࡏした࢈地、とはいͣ͜か。となる

と、それҎ前、そのީิ地としては、国内とともに中国

も૝ఆできる。 また、ۙ年では大ࡔ城ԼのϕンΨϥ੡

଄についても報告されている。

఻౷的な技法から、͜ の੺色إ料をඳき੺と、ೱΈ（Ֆ

ೱΈ）で使いわ͚、͜の 2 छのҧいが、ϑリット等΄か

の材料との調合で生͡ると考͑られる。

各色はࢎ化߭物をఄ色ࡎに、Ψϥス分と合わͤてΨϥ

ス化して、ఆணさͤたと考͑られる。たͩし、調合など

で、΄かの成分もࠞͥている͜ともे分༧૝される。ࠓ

後、ࣗવ科学分析を行う͜とで、個ผに考࡯していきた

いが、࣌ݱ点での理ղをड़΂てお͜う。

ᶄ ��� ৭ֆ۩ʢԫ৭ʣ

ԫ色のఄ色ࡎには、మ系のՄೳ性がߴい͜とを૝ఆし

ている。

ᶄ ��� ৭ֆ۩ʢ྘৭ɺೱ྘৭ɺԫ྘৭ɺ੨྘৭ʣ

྘色については、ಔがఄ色ࡎであるՄೳ性がߴいとを

૝ఆする。たͩし、一部において྘᛼もซͤられていそ
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うである。

྘色の発色は、色絵の発ୡ࢙、ಛに 1640 ʙ 1660 年୅

賀ࠤ、のల開にとってॏ要である。ುౡ௃古館にはࠒ

ॳ୅藩ओであるುౡউໜ（1580-1657）の఻དྷ品として、

中国磁器（色絵ࢁ水஛ௗ文ྠՖ大ࡼ、「大໌Յ༃年੡」、

֯࿮Ӕ෱、໏。Յ༃年間は <1522-1566>）と͜れをࣸし

たං前磁器（色絵ࢁ水஛ௗ文ྠՖ大ࡼ）の 2 作品が࢒さ

れている。2 つの作品のうち、中国磁器の྘色は҉͘ਂ

い色であると同࣌に器面にରして広いൣғでృられてい

る。一方、ං前磁器では、྘色の面ੵはޱԑの部分のΈ

と͘ڱなっている。しかも、ޱԑのཪ面をΈると、その

྘色は、ૉ地の部分との境目で、ૉ地側が黒͘য͛てい

る。それҎ外には、とても良͘中国磁器をࣸしており、

྘色を発色さͤる͜とが͜の࣌点ではまͩ೉しかった͜

とをࣔすのではないか。

͜の྘色には、୶྘、ೱ྘、྘、੨྘などଟ༷な色ຯ

がଘࡏする。࠼ޒख、੨खでは、҉い発色である。঵ਸ਼

では໌るいԫ྘色の発色である。 

঵ਸ਼෩のؙ文を࣋つ色絵છ付で、ԫ྘色の材料と発色

に成ޭしている。その࣌期は、江戸城跡（ࣚݟଟฉ࿌୆

石֞地点）΄か、のං前の঵ਸ਼෩色絵છ付の事例から、

1657 年にはすでにଘࡏした色と考͑られる。

さて、古۝୩༷式の色絵に使用される྘色に৽ల開が

ある͜の࣌期ࠤ、 賀藩のࢧ藩である෢༤ྖ内においては、

二࠼౜௡が出ݱしている。ླ田༝紀෉は、͜ の古෢༤（ං

前陶器）の、ಔఄ色の྘色の出ݱと磁器との関܎につい

て、ࢦఠした（38）。ླ田はまた、෢༤にお͚る陶器のス

タΠϧのม化と、ே઱人陶工のҠ動΍ඦംઋなどとの関

。にも;れている܎

චऀも、మ絵とಔఄ色の྘色による 2 つの色࠼を࣋つ

͜の古෢༤は、磁器色絵の྘色にӨڹを与͑たあるいは、

をड͚たか、いͣれかのՄೳ性を考ڹに、磁器からӨٯ

͑て良いのではないかとࢥう。

ᶄ ��� ৭ֆ۩ʢࢵ৭ʣ

ࢵ化ϚンΨンのׂ合をม͑ると੨ʙࢎ化ίόϧトとࢎ

の発色をίントローϧできる。ޖਢも、もとから使用し

た有田では、͜のような഑合のՄೳ性もあるͩろう。͜

れも、ࠓ後の分析を଴ち、ݕ౼していきたい。

ᶄ ��� ৭ֆ۩ʢ੨৭ʣ

ઌと同༷である。

ᶄ ��� ৭ֆ۩ʢࠇ৭ʣ

ࠞ色のՄೳ性もある。ઌと同༷である。

さて、͜ ͜で、色絵の色材について次にまとめてお͘。

<1> ՖೱΈの੺色で、Ԗを使用しない材料から、౜石に

ม化したՄೳ性を૝ఆできる。

<2> ঵ਸ਼΍南京੺絵෩の੡品開発のաఔで、໌るい྘色

の実ݱがなされた、あるいは、פ色系をؚめて、྘

色の発色方法（ম成関࿈）がมわった（৽たな技術

が開発された）Մೳ性がある。͜͜で、ローϋを用

いた੺と、ಔ系のᬵༀによる྘のొ場についてがॏ

要なΧΪとなろう。

Ҏ上の 2 点は、まͣ、本プロジェクト研究においてऔ

り組Έたいண؟点となるͩろう。

東京大学構内遺跡においては、中国系の南京੺絵など

も確認でき、中国系の色絵磁器の໌るい྘΍੺色の材料

についても、ݕ౼できる༨地があるͩろう。たͩし、͜

うした色絵۩は、使用されているのが、ඇৗにࡉいઢで

あったり、小さなϙΠント΁のృりであったり、と、ࠓ

後とも、ࣗવ科学分析の஌ݟから、二宮修治ࢯ΍৽໔ࡀ

༃ࢯらとのख法的な໛ࡧがඞ要である。

ᶅࡐކͷӨ（32）ڹ

前ड़のとおり、إ料使用のࡍに、ކ材としての᡼΍;

のりのڍ動が関࿈しそうである。͜れについては、ผ్

研究をਐめており、͜れらを参照されたい。

ᶆᬵༀ

˙ᬵༀ �ʢಃثͷᬵༀʣ�ං前磁器Ҏ前にଘࡏした、ං

前陶器のᬵༀには、࿴փᬵ、௕石ᬵ、փᬵ、ಁ໌ᬵ、మ

ᬵなどがΈられるが、ॳݩ期の༼であるַ؛系諸༼にお

いては、࿴փ、փ、௕石がओମになっている（30）。なお、

ே઱౜௡系のළྨをমき、ૉমきの技術が౜௡系諸༼で

།一認められる、כϊ୩ 1 号༼では、そのૂいとする意

匠のためか࿴փᬵがओମである。また、ַ؛系諸༼では、

౜௡মమ絵੡品において一ൠ的な、మ絵とಁ໌ᬵの組Έ

合わͤは΄とΜどݟられͣ、փᬵと௕石ᬵの組Έ合わͤ

であるという（30）。なお、ಁ໌ᬵは、࿴փᬵから࿴փの

成分をൈいたものとされている（29）。

˙ᬵༀ �ʢ࣓ثɾಁ ໌ᬵʣ�ଜ上によると、࿴փᬵ、௕石ᬵ、

փᬵ、ಁ ໌ᬵの調合日はそれͧれ、表 1 のようになる（ࠤ

賀県༼業技術ηンターの中໺ࢯߒによるものとしている
（29））。また、ං前磁器のى点ともなったַ؛系の技術に

ついて、その後のே઱൒ౡ南部の技術意外に、๺ே઱な

どもࢹ໺にೖれるඞ要がある͜とも、ଜ上はࢦఠしてい

る。

˙ᬵༀ �ʢమܥᬵༀʣ�ಁ໌ᬵはమ絵とηットになって

ѻわれた技術と考͑られる。器面に絵をඳ͘、છ付技術

110

紀　要　編



のల開の上では、絵౜௡とಁ໌ᬵの発లにもؾを഑るඞ

要があるし、意匠デβΠンの面においても、ॳ期のං前

のછ付磁器とのڝ合も૝ఆしてお͘΂きである。なお、

΄΅同࣌期に、੉戸美ೱ੡品も、織部੡品を੍作してお

り、੉戸美ೱのࢤ໺から織部、そして、絵౜௡のର৅と

した消費ऀ૚は、ॳ期のං前磁器のそれである。

˙ᬵༀ �ʢಔܥᬵༀʣ�前ड़の内容から、磁器の創࢝期

において、材料としてのಁ໌ᬵはすでにଘࡏしていたと

考͑られる。ಁ໌ᬵの΄かには、੨磁ᬵ、మᬵなどの੡

品がΈられる。ං前磁器では、͜のಔ系（ಔ系のࢎ化߭

物）のᬵༀの使用が、技術的にはগし஗͘にల開してお

り、͜の点で、1640 年୅ʙ 1650 年୅の技術とのӨڹ関

。になると͜ろであるؾが܎

ᬵༀ

࿴փᬵ

փᬵ

௕ੴᬵ

ಁ໌ᬵ

ද�　ᬵༀͷݪྉʢ૝ఆʣ
࿴փ

���

��

��

��

౔փ

���

���

���

���

௕ੴ

���

���

���

���

ʢ̏ʣ�λʔχϯάϙΠϯτͱͯ͠ͷݹછ෇ͱ঵
ਸ਼

ᶃίϨΫγϣϯܗ੒ͷલఏʢ࣌୅༷૬ʣ

͜͜では、17 世紀中༿の陶磁器の生࢈地とྲྀ通につ

いて概؍する。੡品とスタΠϧ΍஫文ओのଘࡏについて

も、考͑てΈる͜とにしよう。

͜の࣌期、中国では、1644 年の໌からਗ਼΁のԦேަ

୅期にある。中世には中国とのަқでӫ͑ていたླྀٿԦ

国では、ܚ௕ 14 年（1609）ࡵຎ৵߈により、Ԅ美諸ౡ

がࡵຎの௚઀ࢧ഑、ླྀٿԦ国そのものはࡵຎのଐ国と

なって江戸ນ෎の間઀的なࢧ഑をड͚る͜ととなった。

また、ླྀٿԦ国によってなされていた中国（໌からਗ਼）

とのަқについてもࡵຎのࢧ഑Լとなったが、それは、

ଓするといܧをߩຎ藩の഑Լにおいて、ேࡵԦ国がٿླྀ

うものであった。͜の年（1609）は、ฏ戸にΦϥンμ঎

館がݐ設された年でもある。

͜の࣌期は、前ड़のとおり、໌からਗ਼΁のԦேަ୅期

であるとともに、東南ΞジΞ๵қのγスςϜにおいても、

スϖΠン・ϙϧトΨϧからΦϥンμ・ΠΪリスの୆಄に

よってその構図が大き͘ม容した࣌期でもある。

1600 年、リーϑデ号が日本にඬணし、その৐組員で

あったΠΪリス人の΢ΟリΞϜ・ΞμϜス（ࡾӜ҈਑）

とΦϥンμ人のϠン・ϤースςンはՈ߁のग印ધ๵қを

南した。1602ࢦ 年に、東南ΞジΞ๵қのために創設さ

れたΦϥンμ東Πンυ会ࣾ（7FSFOJHEF OPTU-IOEJTDIF 

CPNQBHOJF）は、͜の地にઌにਐ出していたϙϧトΨϧ

と೿ݣを૪い、日本においてઌに঎館を࣋っていたϙϧ

トΨϧの௥いམとしに成ޭし、ઌの঎館のݐ設となる。

そのഎܠに、๵қをਐめつつ、キリスト教෍教を཈੍し

たいという江戸ນ෎のࢥ࿭があったと考͑られる。ฏ戸

Φϥンμ঎館は、͜ののち、׮Ӭ 18 年（1641）、ౡݪの

ཚの݁果で౉ߤ禁止されたϙϧトΨϧの঎館のۭいた出

ౡにҠる͜ととなる。

Ӭ׮ 14 年（1637）ʙ同 15 年（1638）、のౡݪのཚが

お͜り、͜れҎ後キリγタン஄ѹはより՗྽となる。

なお、Φϥンμ東Πンυ会ࣾは、1624 年には୆࿷を

઎ڌしてθーϥンデΟΞ城をݐ設したが、1662 年にజ

成ޭによりୣؐされた。జ成ޭは、日本のฏ戸で生まれ

た（෕は໌のਉԼのజཽࣳ、฼は田઒Ϛπ）で、໌で

1644 年にਸఓఇ（1628-1644）がࣗࢮし、ਗ਼Ԧேが樹立

されたのちも、໌の遺ਉとともにਉのࢧ഑に఍߅した。

1661 年、జ成ޭなどの఍߅੎ྗの活動をおさ͑るため、

ਗ਼はભւྩを出して、ւ上๵қを禁͡た。జ成ޭらの活

動とそれにରするਗ਼の൓応は、日本との๵қにもӨڹを

与͑ていると考͑られる。

๵қの構図を、গし整理すると、ҎԼのようになる。

ઓ国期にฒ行する、いわΏる南൮๵қのࠒ、スϖΠン

とϙϧトΨϧによって੢༸の文物が日本にೖってきた

が、同࣌にキリスト教෍教活動も盛Μに行われていた。

୅ॳ࣌Ԧ国は、໌の੨磁΍੨Ֆをもたらした。江戸ٿླྀ

期になると、ϙϧトΨϧもฏ戸に঎館を࣋つなどしてい

たが、ླྀٿ৵߈、キリγタン禁ྩ、୆࿷での߈๷などを

Ԧ国のேٿΉ形でのླྀڬຎ藩をࡵ、て、ਗ਼とのԟདྷはܦ

Ή形での๵қ、ਗ਼とڬとฏ戸・出ౡのΦϥンμ঎館をߩ

の௚઀的なԟདྷ、などとなった。జ成ޭの活動など、͜

の࣌期の໌の文物がどのようにԟདྷしたのかについて

は、චऀのまͩ理ղを௒͑ると͜ろにある。

しかしながら、໌のສྐྵ期のܠಙ௟磁器はീԦ子城跡

の事例など 1580 年୅の関東に、また、ఱܒ、ਸఓ期の

ಙ௟磁器はܠ 1657 年ஈ֊にお͚る、江戸城Լあるいは

関東ۙྡのේ୅大໊、あるいは、加賀藩などにも確実に

ೖってきている。͜の間、͜れらのܠಙ௟磁器をೖれる

͜とができたのは、ࡵຎ藩（ླྀٿԦ国）、ϙϧトΨϧ（ฏ

戸঎館）、Φϥンμ東Πンυ会ࣾ（ฏ戸Φϥンμ঎館、

1641 年からは出ౡΦϥンμ঎館）、௕࡚にお͚る中国ધ

を通͡た๵қなどが૝ఆՄೳである。

そして、ං前磁器の色絵をؚめて、意匠技術的に中国

からのӨڹを考͑͟るをಘないような、技術ֵ৽がなさ

れるのは、1640 ʙ 1650 年୅の間である。つまり、໌の
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ϩΫϩɾܕଧͪซ༻
঵ਸ਼จ༷ͳͲͷҙঊ

ສྐྵ੺ֆ

৭ುౡ

঵ਸ਼จ༷ͳͲͷҙঊ

੨Ֆɾਸఓ

છ෇ɾ঵ਸ਼ݹ

੨　Ֆ

ಙ௟੨Ֆܠ

ංલʢಃثʣ

ཥேʢಃʣ

֟ӈӴ໳ɾ੺ֆ

্ֆͷްృΓ

಺ࢁ੺ֆொ ੺ֆͷٕज़

നૉ஍
ΦϦδφϧσβΠϯ

ҏສཬۚ᧩खݹ

˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣ

˚ೆ઒ࢁݪ˚ೆ઒ࢁݪ

˚೥໦ࢁʢೇ໦୩༼ʣ˚೥໦ࢁʢೇ໦୩༼ʣ˚೥໦ࢁʢೇ໦୩༼ʣ˚೥໦ࢁʢೇ໦୩༼ʣ˚೥໦ࢁʢೇ໦୩༼ʣ˚೥໦ࢁʢೇ໦୩༼ʣ

˚େ઒಺ࢁʢൡ༼ʣ˚େ઒಺ࢁʢൡ༼ʣ

ลాɾؙඌࢁʁ‎࢝୩઒಺ʢԐ઒ʣͰ૑ؠ˚ลాɾؙඌࢁʁ‎࢝୩઒಺ʢԐ઒ʣͰ૑ؠ˚
ໂా஍۠ࠇ˚ 	 ลా༼੻ͳͲࢁ 
ʮඦՖखʯ˚ࠇໂా஍۠ 	 ลా༼੻ͳͲࢁ 
ʮඦՖखʯ
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˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ˚େ઒಺ࢁʢ೔ๆࣾԼʣʁ
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໓๢後、ਗ਼との఍߅が͜ىっている間に、中国の໌຤の

意匠のӨڹあるいは、一部には技術ಋೖ（す΂てではな

い）が図られるような、ঢ়گをどうઆ໌できるか。͜の

後、๵ࠓ、面では、චऀのྗྔは౸ఈ及͹ないもののࢴ

қの࿮組ΈもΈていきたい。Φϥンμ東Πンυ会ࣾをそ

のϑϨーϜ構ஙの立໾ऀにਪڍしたいと͜ろではある

が、జ成ޭらの໌の遺ਉ、あるいはそ͜に管׋されてい

た職工のڍ動にもண目してΈていきたい。

໌຤とਗ਼ॳ期のܠಙ௟、෱ݐ・広東、㦆ऱ༼、などの

城跡、江戸などࡕ௕࡚、ീԦ子城跡、大、ٿླྀ、動をڍ

とൺֱする͜とで໌らかにしうるՄೳ性がある。中でも

ਸఓ期と෱ݐ・広東の資料の関࿈がॏ要であろう。

ちなΈに、Φϥンμ東Πンυ会ࣾによって、Ϥーロッ

パ市場にං前がऔりࠐまれてい͘ 17 世紀後൒よりは、

どちらかというと中༿に、大໊Ոにおいて΄΅同࣌୅の、

ਸఓ期の資料がଗいのࡼなど饗ԅのηットに、ڃߴ品と

はい͑るものの、ଞの࣌୅にൺしてさ΄どಛผでないఔ

度に確認されている点、͜れらを同࣌期にҠすかのよう

なං前磁器のࡏり方、からしても、ං前磁器のॳ期のސ

٬については、Ήしろ国内の上ڃ෢Ո૚はϝΠンター

ήットである。

൴らの中国磁器΁の関心を೺Ѳし、͜れらをもたらし

たのは、୭なのかʁΦϥンμ঎人たちか、あるいは、国

内の঎人たちか、あるいはజ成ޭのような໌の遺ਉたち

なのか。

͜͜で、1620 ʙ 1640 年୅のਸఓ期のܠಙ௟磁器΍、

͜れらと同࣌期に、当࣌の江戸の大໊Ոの৯器として、

෱ݐ・広東系の੡品もあるఔ度のྔでೖってきている点

をؑΈると、Φϥンμ東Πンυ会ࣾの関与も૝ఆՄೳで

ある。そ͜で、ࢥい出されるのが、චऀがかつてಙ઒ক

した東京国立ത物館所ଘのݟに、実ࡍՈの器をѻった܉

໌ॳ੨Ֆの൫のശ書きに、「ߚໟ౉」の文ࣈがあった点

である（39）。

そ͜で、͜͜で改めて古છ付と঵ਸ਼にண目する。

ᶄ஫จͱ੍࡞

前ड़のとおり、͜の 17 世紀中༿の࣌期は、中国磁器

とං前磁器が、ڃߴ৯器のγェΞにおいて、そのׂ合を

ަ୅してい͘、ちΐうど୺境期にあたっている。そして、

ちΐうどその間、日本からの஫文品とされる、ܠಙ௟੨

Ֆ・色絵の古છ付と঵ਸ਼が出ݱする。

චऀは、ං前磁器の1640ʙ1650年୅の技術ֵ৽のター

χンάϙΠントを古છ付と঵ਸ਼の出ݱにおきたい。

古છ付と঵ਸ਼は、中国の໌຤のܠಙ௟༼の中でも、ຽ

༼で੡作されたものである。ۙ年、ܠಙ௟においても、

গしͣつ資料が঺հされは͡めた。ܠಙ௟ຽ༼の採集資

料からは、໌ ୅のՅ༃年間（1522 ʙ 1566）の地૚から、「ఱ

文年଄」の੨Ֆᑵ書໏のあるനᙁ小ࡼ 1 点が発ݟされて

いるとされ、͜の͜とから、日本のఱ文年間（1532 ʙ

1555）にはܠಙ௟؍Իֳのຽ༼で日本͚޲の༌出ᙁ器が

生࢈されていたと考࡯されている（40）。

16 世紀൒͹から 17 世紀ॳ಄にか͚て、ಛに、ఱܒ年

間（1621 ʙ 1627）に古છ付、঵ਸ਼はਸఓ年間（1628 ʙ

1644）であり、͜れらは日本の஡の౬で௝ॏされたもの

の、す΂てが日本の஫文品とい͑ない、ともされる（41）。

͜の࣌期の஡人に、古田織部（ఱ文 12<1543> ʙܚ௕

20<1615>）΍、小堀ԕभ（ఱਖ਼ 7 年 <1579> ʙਖ਼保 4 年 <1647>）

をあ͛る͜とができる。古田織部は、๛ਉ秀٢の஡ಓ、

Ո߁・秀஧の஡ಓࢦ南໾である。小堀ԕभは、その織部

にࢣ事し、๛ਉ秀٢・秀௕、ಙ઒Ո߁・秀஧・Ո光に࢓

͑、ಙ઒ক܉Ոの஡ಓࢦ南໾であった。ԕभが関わった

品઒ޚ఼΍東ւࣉの஡会などでは、ܠಙ௟ຽ༼がՈ光に

よりدਐされている（42）。

͜うした͜とからΈて、ఱܒ・ਸఓ年間に΄΅૬当す

る׮Ӭ期に、小堀ԕभのࢦ南と、ࡾ୅ক܉ಙ઒Ո光の޷

Ήと͜ろによって、৽たなるՁ஋؍、美意ࣝが、ນֳ΍

大໊に共有されてい͘のが、1620 ʙ 1640 年୅にか͚て

ではないか。͜ のՁ஋؍΍美意ࣝは、چདྷのՁ஋؍にとっ

てかわる༁ではな͘、そのఈྲྀには౜物をஔき、その上

に৽たに加わる同࣌୅性のある器を載ͤた。

さらに、৽たなՁ஋意ࣝのもとで集められる໌຤のܠ

ಙ௟の器を、同࣌୅的にࣸしたのが、同͜͡ろのං前磁

器であった。͜れはগな͘とも、1657 年をԼݶにして

いる。

また、஫文品としての古છ付・঵ਸ਼には、日本にお͚

るԢ盛な意匠デβΠン΁のٻرを൓өするものもあっ

た。͜うしてΈると、意匠デβΠンにお͚る、文༷、形

については、当࣌の日本のྲྀ行は、古છ付・঵ਸ਼、ං前

磁器とともに大きなӨڹԼにあったと考͑られる。

なお、もう一つのӨڹのҼ子としては、当࣌の陶器の

ྲྀ行などもあるͩろう。織部、京ম、౜௡など、がそれ

である。͜れらの意匠デβΠン（形、色、文༷）はその

技術とともに、ං前磁器のશମ૾にӨڹしたとΈる΂き

である。

そして、͜れらは、͜の࣌期৽たなध要૚を形成して

い͘৽ڵの෢Ոとچདྷの෢Ո（ಙ઒政ݖ成立Ҏ前にです

でにຄڵ）とそのྲྀ行をリーυした小堀ԕभらの文化人、

͜れらのध要をૉૣ͘キャッチしてきた日本の঎人（ࡖ、

തଟ、大ࡕ、そして௕࡚΍江戸৽ڵの都市）、൴らとऔ

Ҿを行わΜとするΦϥンμ঎人など৽چೖりࠞ͡るঢ়گ
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の中でなされた。ං前磁器のうちには、໌ਗ਼ަ୅期にお

いても、໌୅のগし૎るような、એಙ（1425 ʙ 1435）、

成化 	1464 ʙ 1487
、ສྐྵ 	1572 ʙ 1620
、໏が採用され

る。ਗ਼ேについては、ං前磁器ᶚ期（1690 ʙ 1780 年୅）

にᯏਖ਼（1723 ʙ 1735）の「ᯏ」ࣈが、ס隆（1736 ʙ

1795）の「ס」ࣈがᶛ期（1780 ʙ 1860 年୅）になって

ࣸされている。そして、ਗ਼ேのӨڹのある江戸後期にい

たっても成化年号がࣸされており、ං前磁器生࢈にお͚

る໌୅の文化的Өڹのڧさをうかがわͤる。たͩし、͜

れは、日本にݶらない͜とでもあり、中国ਗ਼ேにおいて

も、ߖఇࣗら、໌୅でධՁのߴい、Ӭָ、એಙの׭器を

ࣸさͤている͜とでわかるͩろう（43）。なお、ۙ年、௕

࡚においても、17 世紀中ごろのጶࡂ資料には、ਸఓ期

の中国磁器がؚまれるものが発ݟされている。1620 ʙ

1640 年୅の中国磁器のྲྀ通については、ᶃ中国ધ（公

式の通称）、ᶄ౜ધなど東南ΞジΞ系をؚΉԟདྷ、ᶅΦ

ϥンμܦ༝、ᶆࡵຎ・ླྀܦٿ༝の中国、ᶇີ๵қ、など

が考͑られるが、͜の部分についてはগしཹ保したい。

ʢ̐ʣ۝ݹ୩༷ࣜɺʮ౰ੈʯதࣸ͠ࠃͷෳ߹
ล田遺跡は、1972ࢁ ʙ 1974 年（ত和 47 ʙ 上ࡾ、（50

次உത࢜のԼで、ࢁล田༼跡の発掘調査が行われた。9

基のొ༼のうち、4 基から色絵ૉ地（ന磁、છۋとも）

と色絵ยされたが、੺絵༼は発ݟされていない。

1998 年（ฏ成 10）、有田ொ教育委員会が、ࢁล田༼跡

のྡ઀地を発掘した。͜の࣌、工๪跡とਪఆされるݐ物

ᅿと色絵ยを発ݟした。そして、『日本の色絵磁器技術

的・考古学的研究』調査ஂと、有田ொ教࢙まりの美術࢝

育委員会の合同調査が行われ、2014 年には、『ࢁล田遺

跡』発掘調査概要報告書がまとめられた。さらに、有田

ொ教育委員会で、2017 年に、『ࢁล田遺跡ʕ国ࢦఆ࢙跡

工๪跡の発掘調査報告書࢈ล田༼跡に関わる陶磁器生ࢁ

ʕ』がץ行され、よう΍͘、古۝୩༷式の੡品の੍作に

お͚るॏ要な༼場・工๪の༷૬がগし໌らかとなってき

た。

さて、前ड़のような磁器のঢ়گԼにおいて、1640 ʙ

1650 年୅にか͚ての技術ֵ৽が行われている。

大߁ڮ二によれ͹、「ං前の色絵は 1640 年ࠒに࢝まり、

当ॳはいわΏる古۝୩༷式の色絵が作られた。1660 年

୅までの古۝୩༷式の色絵は大ผすると࣌ࡾ期あり、前

期は঵ਸ਼खと࠼ޒख、中期は࠼ޒखと੨ख、後期は੨ख

と࠼ޒखの৽しいタΠプ、ۚۜ࠼を加͑たものもある」

とした。さらに、աڈには 1650 ʙ 60 年୅にあるいわΏ

るদϲ୩खと称されたタΠプにରして、「૲創期ುౡ」

として࠶ධՁを行っている（44）。

なお、͜れらの古۝୩༷式の、঵ਸ਼ख、࠼ޒख（ඦՖ

ख、۝֯खなどؚΉ）、੨खについて、ଜ上৳೭（有田

ொ教育委員会）による 3 つの概೦整理をҾ用しておきた

い（45）。

「古۝୩は大ྨࡼの印৅がڧいが、実ࡍには、小・中

する。しかも、ଞの༷式のࡏをは͡めଟ༷な器छがࠞࡼ

色絵とൺ΂、੡品間のスタΠϧࠩもۃめてଟ࠼である。

͜の要Ҽは、生࢈地Ҭの広さに加͑、ҟ࣭なܠಙ௟の技

術がෳࡶにಋೖされた上に、それらが普及するաఔで、

でࡏݱ、にབྷΈ合うからである。͜の技術はࡶいにෳޓ

はࡾ系౷に分ྨできる。」

「一つ目は、ສྐྵ（1573 ʙ ಙ௟෩な੡品ܠのࠒ（1620

をΦリジφϧとする技術で（ສྐྵ੺絵系）、ඦՖख（図

1 ˎ文ݙϚϚ）」などをయܕとする。ສྐྵࠒのෙཀखな

どと同༷に、内面のମ部とఈ部の境にᓻڬΈ文を഑し、

文༷で埋めਚ͘すものもଟい。大ࡼなど大ܕ੡品をओମ

とし、ૉ地はછ付ݍઢೖりの色絵ઐ用品である。」

「二つ目は、ఱܒ・ਸఓ（1621 ʙ の古છ付΍ࠒ（1644

঵ਸ਼෩な੡品をΦリジφϧとする技術で（古છ付・঵ਸ਼

系）、古છ付（ఱܒ੺絵）෩な੡品の場合、すでにછ付

੡品として׬成した構図に色絵で加࠼した例もଟい。ま

た、঵ਸ਼෩な੡品では、છ付で地文΍ؙ文の࿮を഑し、

色絵で文༷を݁׬さͤる色絵ઐ用ૉ地が一ൠ的である。

小ܕから大ܕのものまで、ଟ༷な੡品がある。」

つ目は、古۝୩とฒ行する໌຤・ਗ਼ॳの南京੺絵（図ࡾ」

2 ˎ文ݙϚϚ）にྨする技術（南京੺絵系）で、࠼ޒख

の中にؚまれる（図 3 ˎ文ݙϚϚ）（˞චऀɿ͜の࠼ޒ

खは、大߁ڮ二のいうと͜ろの、৽しいタΠプの੨खと

ฒ行するものかʁ）。概してஆ色系の絵۩をଟ用し、༨

നを活かした構図にಛ௃がある。小・中ࡼなど小ܕ੡品

がओମで、ന͘てബい、良࣭なૉ地を用いる。ଞの系౷

同༷、છ付ೖりのૉ地もଟいが、それとはผに͜の技術

の中で、࣭的に分化したೕന色の色絵ૉ地が׬成する。」

ଜ上は、͜のように色絵のૉ地と器छ΍文༷から、3

つに区分した上で、͜れらを「ࡾつの༼場は、ܠಙ௟系

の技術を௚઀ಋೖした中֩系となる༼場がҟなる」とし

て、それͧれର応関܎についても論͡る。

「ສྐྵ੺絵系は、当࣌༼業地の੢෢に当たる黒ໂ田ࢁ

のࢁล田༼跡であり、古છ付・঵ਸ਼系は中部のؠ୩઒内

のೇࢁにҐஔするԐ઒༼跡、南京੺絵系は東部の年໦ࢁ

໦୩༼跡である（図 4 ˎ文ݙϚϚ）。ೇ໦୩༼跡の発掘

などから、南京੺絵系が࠷後に成立した͜とは間ҧいな

い。」

なお、͜の࠷後の成立࣌期については、໌ྐྵ大Րጶ

、われる資料が出土しておりࢥ資料中にೇ໦୩༼跡とࡂ
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1657 年には南京੺絵系の༼でܕଧち΍છ付ೱΈの技術

も΄΅整いつつあったとࢥわれる（たͩし、のちの南઒

でのೱΈ΍、柿ӈӴ໳のೕന色のૉ地まではいかなݪ

い）。

੨खの創࢝については、ଜ上はԐ઒༼跡としているが、

確かに、Ԑ઒༼跡΄かؠ中༼跡など、ؠ୩઒内の੡品は

のちの意匠デβΠンを஌るචऀからすれ͹、かなりҟ࣭

な文༷デβΠンを採用している。

͜͜でいったΜ古۝୩༷式の用ޠについて整理してお

͜う。͜の「古۝୩」のޠは、ࠓ日でも、ࣝऀそれͧれ

にҟなる意ຯを࣋って使用されており、大き͘分͚ると

ҎԼのようになる。

「古۝୩」の意ຯは、ᶃʠ江戸前期の۝୩༼の੡品ʡ

の意ຯで、「۝୩༼（石઒県江পࢁ܊中ொ）」で、「色絵

もম成するが、古۝୩༷式の੡品とはҟなる」もの。ᶄ

ʠ古۝୩༷式の੡品ʡの意ຯであり、「古۝୩༷式の੡品

をম成した༼跡（ࠤ賀県有田ொ）」のもの。となる。

さらに、色絵磁器の意ຯで使われる場合がଟいが、ච

ऀが͜͜でҾ用したଜ上৳೭による「古۝୩༷式」の整

理では、そのಛ௃は、次のようになる。

・色絵のΈではな͘、છ付もؚΉ

・古۝୩༷式の੡品の੍作技術はෳ਺の技術のෳ合ମ

・技術の֩をなすのは、ࢁล田遺跡とೇ໦୩༼

・ ॳ期ҏສཬ༷式から古۝୩༷式΁の技術転׵の 2 パ

ターン

ᶃ 中国の技術がηットでಋೖ（ࢁล田遺跡・ೇ໦୩༼）

ˠॳ期ҏສཬ੡品と古۝୩༷式の੡品が同࣌に出ݱ

ᶄ ॳ期ҏສཬ༷式の技術に中国の技術が加わってい͘ˠ

ॳ期ҏສཬ༷式の੡品に断ย的にऔりೖれてม化

そして、有田にお͚るʠ古۝୩༷式ʡの੡品の出土遺

跡とಛ௃としては、1640 ʙ 1650 年୅のものであり、༼

跡と੡品（ొり༼）では、外ࢁ地区のࢁล田༼、ଟ々良

のݩ༼、ؙඌ༼、外ඌࢁ༼、内ࢁ地区のԐ઒༼、ؠ中༼、

௕٢୩༼、ඕ古場༼、୩༼、中ന઒༼、ᐯᤵ༼、ೇ໦୩

༼などがあ͛られる。工๪΍そのपลの調査では、ࢁล

田遺跡、ઘޱࢁ԰番所遺跡などが஌られている。

なお、色絵のઐ業ऀが集められる੺絵ொの੺絵ொ遺跡、

ݱ期は、古۝୩༷式の出࣌ฏ遺跡の成立΍その੡品の޾

。期よりもԼるものである࣌

ઌにචऀがࢦఠしたように、江戸遺跡ではैདྷ஌られ

るよりもଟ਺の古۝୩༷式をؚΉڃߴ磁器が໌ྐྵ大Րで

ጶࡂしている。͜れをٞ論の前提にするなら͹、当࣌

は、古۝୩༷式の੡品は一ఆఔ度、ྲྀ行していたとい͑

る。͜れによって、1-（2）- ᶄでࢦఠしているภࡏがݦ

ஶである点について、͜れまでにその点を;ま͑たٞ論

はなかったとࢥわれる。Ո光の׮Ӭ࣌୅に૬当する͜の

1620 ʙ 1640 年୅、古۝୩༷式の੡品は、大໊Ոの間で

ྲྀ行していた。͜れを౿ま͑て次のٞ論にҠろう。

３．意匠΁ཉٻ（消費）が材料・技術の

ม化をଅした

ʢ̍ʣҙঊ΁ͷཉٻ
本ߘの第 2 節で、生࢈プロηスについて、ॱを௥って

考͑てきた。しかしながら、ॳ期色絵の技術ֵ৽にあっ

ては、ઌにあ͛たそれͧれのスタΠϧ、それҎ上に、個々

の੡品のΠϝージがは͡めにあったかと考͑られる。

つまり、4 図にࣔす、ઌ行する中国陶磁の੡品Πϝー

ジがあって、͜れを実ݱするために、۩ମ的な意匠デβ

Πンがまͣなされ、さらに、その実ݱのための技術ֵ৽

が行われたとΈる΂きである。

そ͜で、5 図を提ࣔしたい。5 図には、消費が、生࢈

をリーυする༷子を໛式化した。つまり、消費の動޲が

ઌにあって、͜のΠϝージを実ݱするデβΠンにམとす

という͜とがおきているのである。

͜のための材料、技術のม化が͜の࣌期にං前でなさ

れた͜とである。なお、すでに 3 図でࣔしたとおり、個々

の材料と技術はそれͧれがෳࡶに݁びついており、例͑

͹、છ付の材料と技術のମ系に、上絵付の材料と技術を

୯७に଍したのではない͜とは໌らかである。

1640 ʙ 1650 年୅、ං前の༼場では、磁器生࢈のϕー

スにはそれまでの材料と技術をおきつつも、৽たにಋೖ

した中国系の技術と、さらに͜れを実ݱする材料を、個

ผに試行ޡࡨをしながら、΍がてߴ度に݁びつ͚て、ཉ

しい意匠デβΠンを実ݱするものを生Έ出してきたので

ある。

ΠϝʔδΠϝʔδ
JNBHFJNBHF

σβΠϯσβΠϯ
EFTJHOEFTJHO

อ༗
TUPSBHF

ൢചൢച
TBMFTTBMFT

༌ૹ
MPHJTUJDT

༺࢖
VTF

मཧमཧ
SFQBJSSFQBJS

స༻
SF�EVTF

मཧ
SFQBJS

ϦαΠΫϧ
SFDZDMF

ྉࡐྉࡐ
NBUFSJBMNBUFSJBM

੡ऀ࡞
NBOVGBDUVSFNBOVGBDUVSF

ٕज़
UFDIOJRVF
TLJMM

UFDIOJRVF
TLJMM

UFDIOJRVF

஍Ҭ
SFHJPO

੍౓ɾ૊৫੍౓ɾ૊৫
TZTUFNTTZTUFNT

ίετίετ
DPTUDPTU

ফඅফඅ
DPOTVNFDPOTVNFDPOTVNFDPOTVNF

஫จ
PSEFS

ੜ࢈
QSPEVDF

ྲྀ௨
EJTUMJCVUF

༺ར࠶
SF�VTF

ഇغ
EJTQPTF

� ਤ�ফඅ͕ੜ࢈ΛϦʔυ͢ΔΠϝʔδ

115

饗応で創出、共有されてきた「古」と「当世」



４．人文科学はԿを問うか

ʢ̍ʣ۝ݹ�୩༷ࣜ͸࣌ށߐ୅ͷؒͷʮ౰ੈʯྲྀ
ͷҰͭߦ

6 図に、江戸遺跡（͜͜ではۭ間的意ຯもؚめる、江

戸࣌୅の都市江戸の遺跡）で確認されている陶磁器・土

器のछྨとそのඪ४的な用例をࣔしている。磁器、陶器、

土器、あるいはその器छは、それͧれに、άϨーυのҧ

い΍用いられる場のҧいがあった。そして、普通の฻ら

しに、とした通ৗ用いられる器は、ྔ࢈品で࠷もೖखし

΍すいものであり、江戸では、中世Ҏདྷ͜の地にདྷてい

る੉戸・美ೱなどがओである。͜の部分の器छの生࢈地

には、地Ҭࠩが൓өされ΍すい。例͑͹、Ꭼു΍ಙ利な

どのஷ蔵۩΍࿸・ྨࡼで、۝भでは౜௡、関੢では備前

΍୮೾などとஔ׵される。

ᶃେܕͷ૳ݫ۩ʢഫࡌ඼ŋ࠲ෑ০ΓͳͲʣ

ᶄ஡ಓ۩ʢ౜෺ͳͲʣ

ᶅںԅ༻ͷ৯હ۩ʢഫࡌ඼ʣ

ᶆൖೖܥ౔ث

ᶇഫث࣓ࡌ　࿸ŋྨࡼʢ৯હ۩ʣ

ᶈ࢈ࠃڃߴಃ࣓ثʢ例ɾژমͳͲʣ

ᶉ࢈ࠃಃ࣓ثʢ৯હ۩ŋஷଂ۩ŋௐཧ۩ʣ

ᶊࡏ஍ܥ౔ث

ηϯεΞοϓɾ΋ͯͳ͠ɾ֨ࣜʹ

฻Β͠ͷΞοϓάϨʔυʹ

ෆ௨ͷ฻Β͠ʹ

Ҏલށߐ ୅࣌ށߐ
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磁器΍、陶器でも౜௡の一部΍京মなどは、͜れとは

ҧった用్になる。例͑͹、上૚の෢Ոが保࣋していた、

饗ԅに使用されるಓ۩の一つが古۝୩༷式の器である。

ध要૚は、もともと、政治・ࡁܦ的地Ґのߴい人々に

ߴが൓өされたՄೳ性が޷た͚ͩに൴らのझຯᅂ͚޲

い。͜の、झຯᅂ޷を、ྺ࢙考古学としてどのようにҐ

ஔ͚ͮてお͘かはॏ要なΧΪである。

͜のڃߴ৯器の部分は、もとは、中国のܠಙ௟磁器が

ओମを઎めていたが、1640 ʙ 1650 年୅後൒にೖってං

前磁器が͜͜にਐ出する。そして、そのための技術の系

ේは、1 ηットにはならない΄ど、各所（༼）で、さま

͟まなトϥΠがなされたと考͑られる。

͜のං前磁器は、ന磁・੨磁・છ付・੺絵の΄かに、

ԫ・྘・ࢵなどの上絵技術、ྤཨ、などを伴う。それは、

それҎ前の中国磁器がまさし͘になった部分の໚฿であ

り、ං前の色絵磁器の開発はは͡めからその部分を期଴

されたのͩろう。

17 世紀中ごろの饗ԅηットをΈると、古い器物と৽

しい器物が一ॹになって出土しており、「古」（いにし͑）

と「当世」（とうͤい）が、同࣌にٻめられ、使用され

た͜とがわかる。

ʢ̎ʣࣗવՊֶͱྺֶݹߟ࢙ʢֶݹߟଆ͔Βʣ　
͜͜で、ྺ࢙考古学の立場からΈた、陶磁器のࣗવ科

学分析についてと、ࠓ後の本プロジェクトでのల๬につ

いてࣔしておきたい。

ᶃ଻౔ʢૉ஍ʣ

のと͜ろ、଻土分析とは、消費地遺跡出土の陶ยࡏݱ

と、༼跡出土陶ยからサンプϧをಘて、成分をൺֱして

いる。二宮修治・৽໔ࡀ༃らは、ओ成分分析については、

ඇഁյ分析かつൺֱ的؆ศにܭଌՄೳなܬ光 9 ઢ分析

を行い、ଟ਺の陶ย資料の分析を行い。その上で、͜の

方法では確認の೉しいඍྔݩૉについて、一部ഁյݕ査

を行っている。աڈには中性子放射化分析（立教大学の

では、ICPࡏݱ、子࿍を利用）を用いていたがݪ 発光分

光分析のख法を用いたඍྔݩૉの分析݁果を、ଟมྔղ

析にか͚る͜とで、࢈地同ఆにあたっての良޷なクϥス

ターを確認している。͜れらによって、まͣ、生࢈地で

の༼ࠩが、消費地遺跡の੡品（消費地なので༼はෆৄ・

形式学的にそのՄೳ性はൺఆՄೳなものもある。）とൺ

ֱ的整合する͜とが஌られる。たͩし、クϥスター分析

の݁果は、分析するサンプϧの内容によって、クϥスター

がม化するので஫意がඞ要である。

二宮修治・৽໔ࡀ༃らをは͡めとする研究成果から、

ං前磁器については、ಛに有田を中心に、଻土分析の݁

果として༼ࠩをݟ出す͜とができる。͜れらのҧいは、

もとのݪ材料のҧいとともに、ૉ地の調整、ম成、など

で人ҝのհࡏによって࣌ܦ的にม化したঢ়گも൓өした

݁果と考͑られる。有田には、ઘࢁ陶石Ҏ外にも、ઘࢁ

Ҏ前の採掘場、ന઒陶石、あるいは、ఱ૲陶石使用後、

などい͘つかのݪ材料の࢈地があり、さらに、それͧれ

の༼মきによって、本論でもࣔした諸工ఔにお͚る技術

的なҧいがあると૝ఆされる。さらに、੡品によるࠩҟ

などもある。

前ड़のとおり、৽໔ࡀ༃を中心に、͜のૉ地の調整ա

ఔに関࿈して、ઘࢁ一ஸ目遺跡の水ඊ資料をؚめ、੡土

のプロηスとซͤてい͘͜とで、ݪ材料（陶石）から、

るաఔにお͚る化学ม化を໌らかにする͜ࢸऴ੡品に࠷

とで、よりৄࡉな生࢈地同ఆ΍੡品の࣭ࠩにͤまりうる。

͜の͜とで、色絵磁器と色絵ૉ地の関࿈性もより理ղで

きるͩろう。
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ᶄᬵༀ �ʢಁ໌ᬵʣ

ᬵༀについては、Πスփの利用がං前磁器ಛ有のಁ໌

ᬵの材料としてॏ要である。

͜の点では、もとのཥேの技術からଘࡏするᬵༀと

17 世紀൒͹のそれ、あるいは内ࢁと外ࢁなどで、一க

するのか、はॏ要な؍点である。

ᶅᬵༀ �ʢ੨࣓ᬵɺమᬵͳͲʣ

消費ऀの意匠デβΠンにରするཉٻから、ං前磁器で

もは͡めから、੨磁は意図されていた。੨磁は、మの材

料΍ম成・ম成งғؾによる発色のίントローϧに大き

͘関܎し、その技術のల開は、ҎԼの色絵のίントロー

ϧと関͚ͮ܎て考͑てΈたい。మは、そのঢ়ଶ΍Ձ਺な

ども、ݟた目にӨڹするので、͜れらを分析Մೳなख法

で確認してい͘ඞ要がある。

ᶆֆ۩ʢ੺ɺࠇɺ྘ɺԫɺ੨ɺࢵʣ

色については、色材の材料によるҧい、色材の材料の

調合によるҧい、色材と༹ഔのࠞ合ൺ、さらには、実施

の絵付͚ஈ֊での合わͤ方΍水分をؚまͤる方法（ೱΉ、

ೱΈの方法）によるҧいなど、材料と技法によるଟ͘の

ࠩҟを૝ఆできる。ࣗવ科学分析では͜の中で色材のݪ

材料のݩૉ΍化合物の৘報をಘる͜とがՄೳである。そ

͜で、各色のإ料と͜れを絵۩にするための༹ഔに関し

ては、ࠓ後のࣗવ科学分析によっても໌らかとしていき

たい。ಛに、色絵の色材が中国磁器とං前磁器、さらに

ං前磁器の中でҟなるのか、あるいは、3 図にࣔすよう

な、スタΠϧによってもҟなるのか、ඇৗにڵຯਂいと

考͑ている。たͩし、͜れらは、ओ要なఄ色ࡎとしての

ۚଐݩૉともに、ඍྔݩૉのӨڹ、その調合、さらには、

ᬵༀ΍、ࢎ化・ؐݩの৚݅などによってもม化しよう。

͜れらを૯合的に理ղする͜とをࠓ後の՝୊の一つとし

たい。

色絵に関࿈して、છ付と色絵、あるいは色絵の中でも

ҧいがあるのかについて、確認していきたい。なお、ࢎ化・

についても、છ付と色絵あるいは色ผにどのよگঢ়ݩؐ

うなঢ়ଶにあるのか、考͑てΈたい。͜の点、上絵付༼

がൺֱ的規໛が小さい点なども、௿Լ度のՐྗ΍ࢎ化・

のίントローϧと関わるかもしれͣ、また、೩料とݩؐ

そ͜から͘るۭؾงғؾの問୊などもॏ要となろう。

ᶇࡐކ

ઌにも৮れたように、ކ材については、චऀら（ඉޱ

ஐ׮、二宮修治、৽໔ࡀ༃、水本和美）はݱঢ়で、ผ్

科研費による研究をਐめており（32）、͜ちらの成果によ

られたいが、各研究にお͚る成果は、ࠓ後、発ల的に૯

合的な理ղにਐΉ͜とが๬ましいͩろう。

ᶈͦͷଞ

なお、͜うした材料については、そのਫ਼੡のఔ度など

もॏ要な要ૉである。例͑͹、「ന͘したい」ためのమ

分の除ڈなどの度合い。ڃߴなものであれ͹、よりਫ਼બ

された材料を使用しているとࢥわれる一方で、前ۙ୅の

ख工業੡品はෆ७物が࣌にॏ要なޮ果を発ݱしていると

考͑られる。また、意匠にٻめると͜ろで、ࡏݱのՁ஋

意ࣝとはҟなる޲ࢤでの用法もありಘる。

͜のような中で、੺色の࢈地、あるいは、྘色の੡法、

さらに、྘色の中でも 1657 年までに、ං前磁器の঵ਸ਼

෩の色絵で実ݱしている໌るい྘色について、ண目して

研究をਐめたい。

ʢ̏ʣਓจՊֶ͸ԿΛ໰͏͔
͜͜で本ߘにおいて確認したと͜ろを、ҎԼにまとめる。

17 世紀Ҏ߱の陶磁器生࢈は、消費にリーυされた。

͜れをڗडしたओな消費ऀは、ಙ઒ক܉Ոとそのු௜を

共にした৽ڵの෢ՈをؚΉ、෢Ոたちであった。

江戸Ҏ前までに上Ґ֊૚を形成した公Ո΍ݖ໳ࣉӃ、

๛ਉࢯまでに立਎した෢Ոに加わり、江戸ນ෎の成立に

伴って৽ڵの෢Ո֊૚を形成してい͘大໊・෢Ոは、ै

て఼上人としての਎分も֫ಘした。͜のܦを׭ҐԼ೚ޒ

͜とが৅௃するように、൴らのՁ஋意ࣝの中には、ैདྷ

の఻౷的Ձ஋؍もࠜ͘ڧଘࡏした。Ήしろ、͜うしたچ

དྷのՁ஋を共有すると͜ろに意ٛがあったのかもしれな

い。中国磁器は෢Ոにとってもඞ要なΞΠςϜでありଓ

͚た。古い器物と৽規の器物のࠞࡏは͜うした఻౷のܧ

ঝと、当世෩のՁ஋のࠞࡏを意ຯするものである。

　ある意ຯ఻౷のՁ஋؍・美意ࣝのܧঝとࣗݾの఻౷的

͜。΁の編ೖの྆側面でॏ要であった͜とであろうڃ֊

のためにも、大໊はޓいの饗ԅにおいて、あるఔ度の৯

器を۩備してお͘ඞ要があったと考͑る（චऀは、大໊

Ոなどの෢Ոの࣋つڃߴ৯器は、͜れを保有する側の立

場とともに、ܴ͑る૬खに૬応の、という点をॏ要とと

ら͑ている。）。

そのような意ຯでも、໌ॳをؚΉ、໌୅陶磁器がං前

によって、盛Μにࣸされ、ಛに、ॳ期色絵については、

ສྐྵ、ਸఓ、ఱܒ、といった໌຤の࣌期を໚฿した͜と

と͜れらが上記の上૚෢Ոに用いられた͜とはॏ要な意

ຯがあろう。͜͜までのཥே（ே઱൒ౡ南部）の技術を

ϕースにしつつもそ͜にない、中国の技術ಋೖを࣋って

実ݱされたものである。͜͜において、ಛに、໌຤のも
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のを໛したと͜ろから࢝まった部分は、その๵қとの関

࿈からもண目されるͩろう。

たͩし、͜のཉٻの۩ݱ化においては、意匠デβΠン

として、જࡏ的にあるཉٻをݱ実の品物にམとしࠐΉ͜

とがඞ要であり、は͡めそれは๵қ・ަқにおいて成し

਱͛ていたものの、次第に（中国の政治ঢ়گもあって）

঎品開発などの行ҝにいたったと考͑られる。そして、

その消費ऀのཉٻを、۩ݱ化す΂͘͜れをリーυしたの

は୭か、と言͑͹それは঎人であったとࢥわれる。

なͥなら͹、ԟ࣌の有田の職人個々にはそれを஌りಘ

る͜とはな͘、͜͜で۩ମ的な品を目にする・खにする

͜とができたのは、঎人であった͜とが༧૝される。

ઓ国期には、ࡖ΍തଟの঎人が活༂したが、17 世紀

中ごろにおいては、京ࡔ、日本ڮの঎人とともに、Φϥ

ンμ঎人も活༂をは͡めていた。また、そのڌ点の一つ

として、௕࡚があり、௕࡚、京ࡔ、ॣ෎、江戸、などの

ۭ間的な関܎も๵қ࢙としてはڵຯਂいと͜ろである。

͜うした中で、本ߘでは、陶磁器生࢈とそのध要を֩

にΈてきたが、意匠デβΠンが消費によってઌಋされる

とすれ͹、その୲いखは୭なのか。ݱ୅෩に言͑͹、プ

ロデϡーサーともい͑ようが、͜れを「生࢈側」とする

のか、それともध要૚΍ध要૚のઌୡとしての஡ಓ、さ

らには、ઌにあ͛た঎人がհࡏしたのであろうかʁ

さて、͜ ͜にいまগし確認す΂き論点がある。それは、

චऀをؚめた人文科学側の࢓事である。ࠓ、චऀは͘し

͘も、意匠デβΠンをઌୡしたもののଘࡏをい͘つかあ

͛ているが、2020 年ࡏݱの࢈業・工業デβΠンの世ք

においては、͜のデβΠンのݖ利をѲる͜とについては

はっきりとしたҐஔ͚ͮがある。しかしながら、͜れま

でのං前磁器のٞ論において、͜のようなϑϨーϜϫー

クを行った上で、論点が整理されてきたのかとい͑͹͜

の部分がᐆດであったようにࢥう。

චऀの考͑はҎԼである。͜の࣌期のං前磁器શൠに

おいては、ࠤ賀藩が͜れらの༼場を౷ׅした͜とは໌ら

かである。しかしながら、༼場の整理౷合 	1641
 をܦて

なお、গな͘ともುౡ藩༼΍੺絵ொの成立（1660 年୅）

Ҏ前には、磁器はすでにઐমされていたものの、各༼ম

きにおいては༼মきと工๪がおのおのでۙ͘にଘࡏする

Մೳ性がある。そして、大߁ڮ二・ଜ上৳೭らリーυし

てਐめる生࢈地遺跡の調査・研究によって、黒ໂ田（ࢁ

ล田༼跡・ࢁล田遺跡 < 工๪ ・୩઒内（Ԑ઒༼跡ؠ、（<

とい͘つかの色絵開発を、（ೇ໦୩）ࢁ中༼跡）、年໦ؠ

リーυした༼場がଘࡏし、それͧれが中国磁器のສྐྵ、

ਸఓ、ఱܒなどのಛ色ある੡品をϞデϧにし開発をਐめ

た。中国磁器の意匠デβΠンのΞΠデΞは、ࢁล田遺跡

の出土資料から考࡯されているとおり、੡品から௚઀的

にಘられる場合もあったであろうし、当࣌のྲྀ行であっ

た૷ଋ・文༷、あるいはଞ࢈地の陶磁器などからಘられ

たものもあったであろう。͜れらを஫文したのは、当࣌

のγスςϜをؑΈると঎人あるいはもっと௚઀的にध要

૚かもしれないが、さて、͜うしたγスςϜそのものを

どうධՁするか。චऀࣗ਎が、まͩ、͜の部分を掘りԼ

͛る͜とができていない。͜͜において、ං前の色絵磁

器の意匠デβΠンをखが͚たのは୭か。そして、その͜

とにどのようなҐஔ付͚を与͑るのか。

後、ࣗવ科学分析の成果をಘて、考͑をਐめて行͘ࠓ

上では、͜うしたϑϨーϜϫークも、人文科学の立場で

行って行͘΂き՝୊と考͑ている。

５．おわりに

陶磁器は、ఱવࣗવ、࣌間、物理化学的ม化、人ҝ、

が૬ޓにӨڹしあって成立する。それΏ͑に、ࡏݱでも、

、વとඞવの織りなす༷が、ܳ術・文化の面においてۮ

人々をັྃする。զが国ではೄ文࣌୅Ҏདྷ、࿈໖と΍き

ものが作られてきたが、江戸࣌୅の間に、人ҝによりཉ

しい意匠デβΠンの実ݱする技術が大き͘発లした。

͜うしたなかで、有田の色絵磁器は、ᶃࣗવと࣌間と

物理化学的ม化のもたらした材料΁の作用、ᶄ材料のϙ

ςンγャϧをҾき出した人ҝ、ᶅ意匠デβΠンのਮとध

要૚のཉٻのίントローϧ、ᶆᶃʙᶅを果たす΂͘૯合

的な技術΍γスςϜをୡ成した༼場の౒ྗ、というۮવ

とඞવが織りなしたମ系的なものであった。

人ҝのӨڹ、そして、人ҝの集合たる市場の意ࢥ、に

ついては、ྲྀ行のม化という形で考古学的にとら͑る͜

とがՄೳである。そして、͜のྲྀ行のม化は、さらに、

੡作とその材料・技術・ಓ۩にӨڹを及΅した。

と͜ろで、͜の意匠デβΠンにӨڹを与͑た大໊Ոを

ؚΉ෢Ոでは饗ԅなど、ൺֱ的大きな生࢈୯Ґがٻめら

れた。͜れをຬたすためには、ݱ୅的な意ຯでの作Ոの

「作陶」活動ではな͘、「生࢈」行ҝという規໛を考͑͟

るをಘない。「作陶」行ҝであれ͹、一つにΤωϧΪー

を஫͗、あるいは一部の技術でୡ成できるかもしれない

が、͜れは一部の技術のΈを੾り出す͜とはその開発ஈ

֊においてはかなり೉しいのではないかとචऀはとら͑

る。

さらに、当࣌開発した色絵磁器は、͜͜まで確認して

きたように、材料、生࢈プロηス、技術が個々の工ఔで

བྷΈ合うෳࡶなものであった。͜れらを;ま͑れ͹、色

絵技術はその上絵付͚のΈならͣ、ૉ地ͮ͘りからのମ
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系的な技術である͜とは論を଴たない。

なお、本論でಘられたࢹ点をؚめて、個々の資料の؍

分析݁果を౿ま͑た研究とその成果はまͩ研究్上・࡯

である。ࠓ後は、ࣗવ科学分析をؚめて、૯合的に資料

をղऍしていきたい。ࣗવ科学分析΍そのख法のਐలに

もさらに期଴をしつつ、͜れらのਐలをܦてなお人文科

学にはその職੹がある͜とを本ߘでは確認できたと考͑

ている。

ʲँࣙʳ
　本ߘのࣥචにあたり、資料の調査と研究のաఔで、ଟ͘の方々
にごࢧԉ・ごྗڠ・ごࢦಋをいたͩきました。プロジェクト研
究は、ࡏݱもなおਐ行中でありますが、͜͜に記して、ँײਃ
し上͛ます。
　本研究では、同研究ऀとその機関である、৽໔ࡀ༃、二宮修
治、成੉࢘ߊ、堀内秀樹、東京学ܳ大学、東京᥁術大学文化財
保ଘ学ઐ߈、東京大学埋蔵文化財調査室、をは͡め、次の個人
΍機関・組織にଟ͘のごࢦಋ・ごࢧԉをड͚ています。記して
。いたしますँײ

（個人）
ઙ໺ य़樹、੺দ 和Ղ、૬賀 ٱ߃、஑୩ ॳܙ、ҏ౻ Յ঵、Ҵ
༿ 政ຬ、ࠓҪ ರ、ࠓઘ ࠓӈӴ໳（14 ୅）、一本 ঘ೭、大߁ ڮ二、
小໺田 ܙ、小໺ ਖ਼හ、֯ԑ ਐ、উ໦ ޺ত、ยࢁ まび、ۚ୔ 
ཅ、Տ合 修、๺໺ च子、江 ݐ৽、ԫ ਗ਼՚、ԫ ᤶ、ञҪ田 ઍ
 子、৽୐ึࡊ ঙ田 ॆ஌、ന石 ರ則、Լଜ、ࡦ݈ 々໦ࠤ、໌
ਿ୩、ٱً 	 ໦໺ 
  ߳୅子、૤ ݐ文、ߴౡ ઍ௽、ߴౡ ༟೭、
ୌ ே子、ୌ઒ ॏಙ、ҏୡ ಯ一࿠、௰ ঢָ、๛෱ ੣、໺上 ݐ紀、
౻ֻ ହঘ、ધҪ ޲༸、ࡾ上 ྄、ଜ上 ৳೭、ଜ໦ 二࿠、৿ ༝
美、໼ౡ ཯子、ࢁ、ޛ৳ ࡚ࢁ本 文子、ཱུ　ேᏻ、౉ล ๕࿠
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研究C、+4P4科研費15,02973）。国立国会図書館関੢館には、

報告書をஔいたので、参照されたい。
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　・ ᐾ໦ਅ1997「第3節　南ࢁ෬ொ遺跡にお͚るഇغの考࡯」『南

෬ொ遺跡調査ஂࢁ෬ொ遺跡』৽宿区南ࢁ

	8
2 図ॳ出文ݙ。

	9
 堀内秀樹ࢯのごࢦఠによる。චऀは、12 月の報告࣌には、
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陶磁器の理ղを中心にʙ」ג式会ࣾ෢蔵文化研究所『有

ָொ一ஸ目遺跡』、なお、同遺跡の文ݙ調査は宮࡚উ美ࢯ

による。

 ・ 水本和美 2015「ۙ世江戸城にお͚る「ચ（面ຍ）」のड容」

－大和文՚館所蔵作品とのൺֱから－、大和文՚館『大
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	20
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༂ਐ事৘の意匠・技術的ղ໌とጶࡂ文化財の෮ݩ』成果

報告、ฏ成 27-29 年度科学研究費（基൫ C）17 世紀のං

前色絵磁器の意匠と技術の༂ਐ事৘
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二宮修治 �「陶磁器の上絵૚にお͚る有機物分析の試Έ

－ඈ行࣌間ܕ二次ΠΦン࣭ྔ分析および੺外放射光分析
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 ・ ଜ上৳೭ 2013「発掘資料にΈる有田の古۝୩」－色絵大
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饗応で創出、共有されてきた「古」と「当世」




